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織
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業
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時
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日

次

1
.
序

二
､
綿
放
物
工
業
の
生
産
親
株

三
'
遠
州
織
及
び
播
州
織
の
生
産
規
模

四
'
遠
州
粒
及
び
播
州
織
の
生
産
鹿
骨
故
紙

五
'
中
小
綿
織
物
工
業
の
長
所
と
短
所

六
へ
我
国
綿
織
物
工
業
の
輸
出
読
替
力

七
'
鵜
業
ワ
ン
ク
制
と
輸
出
中
小
織
物
工
業

(
以
下
次
貌
)

八
へ
最
近
に
於
け
る
鵜
織
物
輸
出
上
の
諸
問
題

九
'
鵜
放
物
の
輸
出
捉
興
第

一〇
'
結

語

我
国
沸
放
物
工
業
の
輪
凹
伸
求
カ

(
t
九
九
)

四
九



第
六
十
八
番

第

二
汲

(
二
〇
〇
)

五

〇

｢

序

我
国
中
小
工
業
の
輸
出
仲
張
力
を
検
討
す
る
に
菖
つ
て
は
'
綿
織
物
工
業
を
逸
す
る
こ
と
は
出
禿
な
い
.
蓋
し
'

一
方
に
於
て
'
締
結

物
は
我
国
稔
出
品
中
の
首
位
に
任
し
ー
其
の
油
長
は
我
国
民
経
済
を
左
右
す
る
地
位
に
あ
り
ー
他
方
に
於
て
､
細
粒
物
の
重
要
な
る
部
分

が
中
小
工
業
に
よ
っ
て
生
産
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
｡
従
っ
て
､
此
等
中
小
綿
織
物
工
業
の
掠
っ
て
立
つ
敢
倉
的
地
盤
'
其
の
存
立

形
態
､
其
の
大
工
業
と
の
競
辞
輔
係
乃
至
相
互
倍
布
踊
係
を
明
か
に
し
て
､
其
の
輸
拭
伸
張
力
を
吟
味
す
る
JJ
と
は
､
辰
-
中
小
工
業
製

品
の
捻
出
に
基
底
を
琶
-
我
閑
民
経
済
組
織
の
適
否
を
判
断
す
る
上
に
於
て
琵
宴
な
意
味
を
有
つ
と
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
.

特
に
支
那
事
担
以
後
の
戦
時
経
済
標
制
下
に
於
て
我
園
の
紬
業

一
般
に
勤
し
厳
罰
な
国
家
的
統
制
が
加

へ
ら
れ
'
綿
製
品
の
輸
出
に
就

い
て
は
所
謂
タ
ン
ク
制
が
採
用
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
O
之
に
よ
っ
て
中
小
細
粒
物
工
業
は
其
の
存
立
の
地
粟
に
大
変
動
を
生
じ
､
其
の
影

響
す
る
と
こ
ろ
も
抄
少
で
は
な
い
｡
此
等
の
国
家
的
統
制
下
に
於
て
中
小
綿
織
物
工
業
が
如
何
に
し
て
其
の
存
立
を
保
持
し
っ
1
あ
る
か

を
喋
る
こ
と
は
'
現
時
我
国
の
綿
織
物
輸
出
増
進
の
国
家
的
課
題
に
廠
ふ
る
上
か
ら
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
O

以
上
の
観
鮎
に
基
い
て
､
こ
1

に
我
国
輸
出
中
小
綿
織
物
工
業
の
代
表
的
集
困
地
方
た
る
遠
州

(静
岡
牒
演
抵
市
及
び
其
の
近
傍
)
及

び
播
州

(
兵
庫
願
多
可
郡
.
加
東
郡
､
加
西
郡
)
に
就
い
て
､
両
地
方
の
醸
出
綿
織
物
生
産
の
状
況
を
調
査
し
た
朗
を
基
礎
に
し
て
､
輸

出
中
小
紬
鈍
物
工
業
の
春
立
し
得
る
事
情
を
明
か
に
し
､
リ
ン
ク
制
賀
茂
に
伴
ふ
典
標
的
な
機
構
の
担
化
と
其
の
影
響
を
探
り
､
更
に
海

外
市
場
に
於
け
る
第
三
国
工
業
及
び
土
着
工
業
と
の
競
争
闘
係
を
吟
味
す
る
と
と
に
よ
っ
て
､
我
国
中
小
紬
組
物
工
業
の
輸
出
伸
張
カ
を

判
断
す
る
と
共
に
必
要
な
る
封
策
を
考
究
し
ょ
う
と
思
ふ
｡



こ
､
綿
織
物
工
業
の
生
産
規
模

遠
州
及
び
播
州
に
於
け
る
紬
織
物
工
業
の
真

鱈
的
事
情
を
述
べ
る
に
先
立
っ
て
､
発
づ
我
国
の
綿
織
物
工
業

一
般
に
就
S
て
其
の
生
産

規
模
を
見
､
漸
次
遠
州
織
及
び
播
州
織
の
特
殊
性
を
明
か
に
し
よ
う
｡

我
国
の
綿
織
物
工
業

一
般
に
就
き
.
通
常
用
払
ら
れ
る
規
準
に
従
っ
て
'
使
用
機
工
数
五
人
以
上
三
十
人
未
満
の
も
の
を
小
工
場
二

二

十
人
以
上
百
人
未
満
の
も
の
を
中
工
場
､
百
人
以
上
の
も
の
を
大
工
場
と
し
て
宙
分
し
､
之
に
麿
ず
る
工
場
数
'
使
用
職
工
数
を
見
る
に

昭
和
十
二
年
に
於
て
次
の
如
-
で
あ
る
o
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第
六
十
八
懲

第

二
洗

(二
〇
二
〕

五
二

即
ち
'
工
場
数
に
於
て
は
中
小
工
業
に
属
す
る
も
の
が
九
五
･七
%
の
絶
封
多
数
を

占

め
､
叉
職
工
紙
数
に
就
い
て
も
中
小
工
業
に
従

業
せ
る
も
の
五
三

〇
%
で
大
工
業
に
従
業
せ
る
も
の
に
此
し
和
犬
で
あ

る
｡
綻
つ
で
こ
の
二
郎
よ
豊

口
ふ
な
ら
ば
､
我
国
の
綿
織
物
工

業
は
中
小
工
業
が
優
位
を
占
め
る
と
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
｡

然
し
な
が
ら
､
之
を
工
業
の
規
模
に
膝
す
る
生
産
額
の
郡
よ
り
見
れ
ば
'
中
小
工
業
の
優
位
の
観
念
は
修
正
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
な
S
｡

即
ち
､
工
業
の
規
模
別
生
産
額
は
昭
和
十
二
年
に
於
て
次
の
か
-
で
あ
る
Q

工
業
の
規
模
(
使
用
機
工
数
)
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五
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八
二
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t
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四
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四
'
一
〇
五
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八
四

1
〇
五
'四
一二
二
'七
五
九

一
七
九
､
五
五
七
'九
五
六

円

(
1
七
七
､
七
7
八
'
八
九
四
)

二
1
二

%

(
1
五
八
､
五
六
〇
'六
四
1
)

1
八
･
八
%

(五
〇
五
'九
二
四
､九
〇
三
)

六
〇
二
%

合

計

八
EI.三

〇
四
七
讐

八
W

1〇
〇
･〇
%

商
工
省
編
纂

｢
工
場
統
計
表
｣
に
操
る
.

即
ち
､
中
小
工
業
の
生
産
に
か
1
る
も
の
は
金
牌
の
三
九
･
九
%
を
占
め
る
に
過
ぎ
ず
､
大
工
業
の
生
産
に
属
す
る
も
の
が
六
〇
二

%



を
占
め
て
絶
封
的
に
優
位
を
示
し
て
ゐ
る
｡
か
-
て
､
綿
織
物
工
業
を

一
般
的
に
大
工
業
に
屠
す
る
と
見
る
こ
と
も
出
来
る
｡
然
し
な
が

ら
､
之
を
更
に
摸
張
し
て
前
記
工
場
統
計
表
に
於
て
逸
せ
ら
れ
て
ゐ
る
部
分
'
即
ち
､
使
用
職
工
数
五
人
未
満
の
極
小
工
業
乃
至
家
内
工

業
の
生
産
額
を
附
加
し
て
考

へ
る
な
ら
ば
､
比
重
は
変
化
す
る
｡
今
'
便
宜
上
､
商
工
省
統
計
表
に
示
さ
れ
た
我
国
の
綿
織
物
の
挽
生
産

高
(
1
､
二

二
'六
八
五
二

五
六
囲
)
と
前
記
工
場
統
計
表
の
合
計
生
産
額
と
の
差
額
を
以
て
右
の
極
小
工
業
及
び
家
内
工
業
の
生
産
額

を
表
は
す
も
の
と
推
定
す
れ
ば
'
其
の
額
些

l七
〇
'四
八
〇
'
七

1
八
囲
と
な
り
､
之
を
加
へ
た
場
合
に
於
け
る
各
の
規
模
に
慮
ず
る
生

産
額
の
百
分
比
を
求
む
る
な
ら
ば
､
極
小
工
業
及
び
家
内
工
業
二
四
･三
%
'
小
工
業

一
五
･
九
%
'
中
工
業

三

丁
九
%
､
一二
着
を
合
計

し
て
五
四
･
一
%
と
な
り
､
大
工
業
の
四
五
･九
%
よ
り
も
大
と
な
る
O
か
や
う
に
し
て
紬
織
物
工
業
を
以
て
生
産
額
の
鮎
に
於
て
も
中
小

工
業
に
屠
す
る
も
の
と
す
る
見
解
も
成
立
す
る
(
川
端
巌
氏
､
中
小
工
業
と
輸
出
貿
易
､
統
合
故
実
時
報
'
昭
和
十
三
年
二
月
)｡

我
々
は
こ
1
で
は
右
の
如
き
綿
織
物
工
業

一
般
の
生
産
規
模
に
開
し
探
-
穿
塗
す
る
必
要
は
な
-
.
斯
業
に
於
て
は
中
小
工
業
が
極
め

て
重
要
な
る
地
位
を
占
め
る
こ
と
を
知
-
得
れ
ば
足
る
O
我
々
が
こ
1
で
必
要
と
す
る
の
は
輸
出
綿
織
物
工
業
の
生
産
規
模
で
あ
る
が
'

稔
出
向
の
み
に
関
し
て
前
記
の
如
き
分
析
を
行
ふ
資
料
を
映
-
｡
威
し
な
が
ら
､
輸
出
綿
按
物
に
就
い
て
は
其
の
製
品
の
性
質
上
大
工
業

生
産
品
と
中
小
工
業
生
産
品
と
の
問
に
可
成
り
明
確
な
区
割
が
春
す
る
｡
即
ち
'
概
言
し
て
'
製
織
工
程
が
単
純
で
大
量
生
産
に
適
す
る

生
地
綿
布
並
に
晒
綿
布
は
紡
績
禽
政
の
兼
営
す
る
大
工
場
岩
-
は
専
業
の
大
工
業
に
よ
っ
て
生
産
せ
ら
れ
'
製
紙
工
程
の
複
難
に
し
て
大

量
生
産
に
適
せ
ざ
る
糸
染
紬
布
は
中
小
工
業
の
生
産
に
保
つ
も
の
で
あ
右
｡
此
の
外
､
反
染
綿
布
及
び
捺
染
綿
布
に
就
い
て
は
製
織
後
加

工
せ
ら
れ
､
製
織
及
び
加
工
共
に
大
工
業
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
場
合
も
あ
り
､
共
に
中
小
工
業
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
場
合
も
あ
り
'

一
方

我
国
綿
織
物
工
業
の
輸
出
伸
走
力

(
二

〇
三
)

五

三



第
六
十
八
番

第

二
洗

(
二

〇
四
)

五
四

が
大
工
業
で
'
他
方
が
中
小
工
業
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
場
合
も
あ
る
が
'
通
常
は
中
小
工
業
の
生
注
に
屡
す
る
も
の
と
し
て
取
扱
は
れ
る
o

今

､

右
の
如
き
製
品
の
性
質
と
生
緩
規
模
と
の
紺
係
に
臆
す
る
標
に
'
輸
出
紬
臓
物
を
分
a
JL
各
の
輸
出
額

(粗
ブ
臼
ツ
ク
を
含
む
)

を
示
せ
ば
次
の
如
-
で
あ
る
｡

日
本
締
約
物
工
業
組
合
聯
合
食
調
査
に
よ
る
.
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即
ち
-
昭
和
十
二
年
に
於
て
､
主
と
し
て
紡
績
合
致
の
兼
営
大
工
場
乃
至
専
業
の
大
工
業
の
生
産
に
か
1
る
と
見
ら
れ
る
生
地
及
び
桁

は
､
数
量
に
於
て
仝
腰
の
六
二
･〇
%
'
慣
額
に
於
て
堅

ハ
｡九
%
を
占
む
る
に
封
L
t
童
と
し
て
中
小
工
業
の
生
産
に
か
･̂

る
糸
染
綿
布

は
.
数
量
に
於
て
一
二
二
二
%
.
債
鮎
に
於
て
1!
三
･
七
%
を
古
め
､
更
に
通
常
中
小
工
業
の
生
荏
に
か
1
る
も
の
と
し
て
取
扱
は
れ
る
捺

染
及
び
反
染
綿
布
を
も
合
し
て
加
工
綿
布
仝
腰
と
し
て
は
､
数
量
に
於
て
三
八
･〇
%
､
慣
覇
に
於
て
五
三
･
1
%
を
占
め
る
｡
従
っ
て
､

輸
出
綿
織
物
に
就
い
て
も
中
小
工
業
が
相
営
重
要
な
地
位
を
占
め
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

我
々

が
こ
1
で
問
題
と
す
る
遠
州
縦
及
び
播
州
織
は
主
と
し
て
前
述
の
糸
染
綿
布
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
O
尤
も
両
地
方
の
綿
織
物
が

塞
-
稔
出
向
織
物
で
あ
る
と
い
ふ
わ
け
で
も
な
′＼

叉
特
に
糸
染
綿
布
の
み
で
あ
る
と
い
ふ
わ
け
で
も
な
い
O
播
州
に
就
い
て
は
､
内
地

向
製
品
は
輸
出
向
製
品
の
二
%
に
も
達
せ
ず
(播
州
織
工
業
組
合
の
み
､
昭
和
十
二
年
)､
且
つ
'
其
の
製
品
は
糸
染
綿
布
叉
は
錦
糸
加
工

に
よ
る
布
吊
製
品
で
あ
っ
て
､
従
っ
て
播
州
純
は
輸
出
糸
染
綿
布
及
び
之
に
準
ず
る
布
向
製
品
と
構
す
る
こ
と
が
出
乗
る
が
､
遠
州
に
あ

っ
て
は
､
輪
出
向
の
外
に
之
に
.g
j敵
す
る
内
地
向
生
徒
が
行
ほ
れ
て
居
-
'
又
輪
出
向
織
物
の
中
に
も
生
地
綿
布
が
七
割
乃
至
八
割
を
占

め
'
糸
染
綿
布
は
三
割
乃
至
二
割
を
占
め
る
に
と

ゞ
曇

る
｡
載
っ
て
.
遠
州
織
を
以
て
直
ち
に
糸
染
綿
布
と
稲
す
る
こ
と
は
出
釆
な
S

が
'
此
の
地
方
の
生
地
綿
布
に
就
い
て
も
中
小
工
業
を
通
常
と
す
る
特
殊
の
事
情
が
あ
り
､
其
の
限
-
に
於
て
生
地
綿
布
を
も
含
め
て
考

察
の
封
象
と
す
る
で
あ
ら
う
｡

今
､
糸
染
綿
布
の
み
に
組
し
て
遠
州
及
び
播
州
の
我
国
紙
生
産
最
中
に
於
て
占
め
る
地
位
を
見
る
に
昭
和
十
二
年
に
於
て
次
の
如
-
で

あ
る
｡

(｢商
工
省
統
計
表
｣
中
､
｢柿
木
紬
及
び
純
色
無
地

(庚
臓
物
)
｣
と
し
て
掲
目
さ
れ
た
も
の
を
と
る
｡
)

我
脚
綿
織
物
工
業
の
輸
出
伸
蛮
力

(
二

〇
五
)

五
五



第
六
十
八
番

第

二
班

(
二

o
矢
)

五
六

∵

.

∵
｢商
工
省
統
計
表
｣

に
掠
る
｡

卸
ち
､
両
舷

(遠
州
及
び
播
州
と
1
致
す
)
を
合
し
て
全
図
の
約
三
分
の
二
を
占
め
'
他
府
願
に
比
し
て
断
然
頭
角
を
現
は
し
て
ゐ
る

の
で
あ
っ
て
､
製
品
の
種
類
に
よ
り
主
産
地
を
異
に
す
る
も
の
も
あ
る
と
は
言

へ
'
両
地
方
を
以
て
糸
染
綿
布
の
産
地
を
代
表
せ
し
め
る

こ
と
を
得
る
で
あ
ら
う
｡

因
み
に
糸
染
綿
布
と
は
原
糸
に
染
又
は
昭
等

の
加
工
を
加

(
た
後

に
製
織
せ
ら
れ
た
織
物
の
紙
稀
で
あ

っ
て
'
未
加
工
の
原
糸
を
以
て
染
織
さ
れ
た
る

も
の
(
生
地
粗
布
)
.
生
地
油
布
を
晒
し
た
る
も
の
(
鵬
綿
布
)
'
又
は
製
紙
後
加
工
さ
れ
た
る
も
の

(
捺
染
へ
反
染
締
布
)
と
相
違
す
る
の
で
あ
る
｡

糸
染
綿
布
に
屠
す
る
主
要
製
品
は
'
綿
縮
'
鴇
ネ
ル
'
縞
満
ポ
プ
リ
ン
'
粕
小
倉
へ
縞

三
綾
'
相
続
サ
ロ
ン
'
縞
綿
布
'
等
で
あ
る
｡

三
､
遠
州
織
及
び
播
州
織
の
生
産
規
模

遠
州
及
び
播
州
の
綿
織
物
工
業
は
中
小
規
模
の
も
の
が
絶
封
多
数
を
占
め
て
ゐ
る
｡
今
'
遠
州
に
於
け
る
輸
出
綿
織
物
工
業
者
を
包
括

す
る
遠
州
輸
出
織
物
工
業
組
合
永
久
敢

(演
稔
市
及
び
其
の
近
傍
)
と
播
州
に
於
け
る
最
大
の
綿
織
物
工
業
組
合
た
る
播
州
織
工
業
組
合



(多
可
郡
西
臨
町
及
び
其
の
近
傍
)
に
展
す
る
組
合
員
に
就
い
て
使
用
織
機
基
数
に
厳
す
る
企
業
数
を
見
る
に
次
の
如
-
で
あ
る
｡

令計

_一一一五 四 二 一〇三一 一 一 一一基毒-重宝茎 霞 ○ コ二莱の過

壷H rH至芸 模 ..ーヽ放壁蛍数)

三 一 五 四 三 〇

以 00 8 0 ○ ○ 慧 以

上 壷 毒 墨 壷 三宝 下 下

四九 生 遠地 411-I

′ヽ 五 二 七 〇 〇 六 一 八 永棉. 久
0 ′~~■ヽ ( ′ー＼
○ 一 四 五 二 (⊃ 九 八 九

○ ● ● ● ●~〇 四 四 ()〇 二 三 七 宿 症ヒ

八
四 - 二二 五 三 千

′ヽ l l 七 六 九 四 〇 二( ′̀~ヽ( ( ( ( 四 三 h p○ 月堤

(⊃ 二 一 五 九 三 七 牢
○ 〇 七 五 八 〇 九 宿 ＼..一
形ヽJ % % % % % %

蕊九 二 二 四 五 八 二 描早

′■ヽ -一 八 〇 〇 〇 八 九 三 十月

○ ′､ヽ ′■ヽ ′~ヽ′ヽ ( ( ( - - .::二 (

○ 〇 三 七 七 五 二 四 八● ○

謎
へ
織
機

の
筏
偏
に
就

い
て
は
種

々
の
も
の
が
あ
る
が
換
算
を
布
は
ず
D

遠
州

に
於
け
る
生
地
綿
布
と
は
原
糸
未
加
工
の
ま
Il
製
稔
す
る
も
の
を
紙
移
し
'
彼

っ
て
旺
盛

の
生
地
'
咽
'
捺
染
'
反
染
を
包
含
す
る
｡
又
雑
綿

布
と
は
原
糸
加
工
の
上
製
織
す
る
も
の
を
言
ひ
r
既
述

の
糸
染
粕
布
に
相
嘗
す
る
O
但
し
'
先
染
糸
を
用
ふ
る
程
度
少
き
も
の
を
生
地
綿
布
と
し
て
坂

執
ふ
場
合
も
あ
る
｡

右
の
表

に
於
て
は
'
現
実

に
織
機
を
有
す
る
者
の
み
を
算
入
し
た
る
を
以
て
組
合
員
組
数
と
は

7
致
し
な
い
o

此
の
表
に
-よ
っ
て
見
る
に
､
遠
州
､
播
州
共
に
工
業
の
規
模
は
極
め
て
小
さ
-
'
按
機
茎
数
五
〇
茎
以
下
の
も
の
が
遠
州
に
あ
つ
て
は

九
二
･八
%
'
播
州
に
あ
つ
て
は
八
八
･八
%

を

占
め
'
粒
椀
茎
数

1
0
0
毒
以
上
の
も
の
は
遠
州
に
於
て
は
五
･五
%
'
播
州
に
於
て
は

我
国
緒
織
物
工
業

の
輸
出
伸
求
カ

(二
〇
七
)

五
七



第
六
十
八
番

第

二
耽

(
二
〇
八
)

五
八

三
･五
%
に
過
ぎ
な
い
.
更
に
詳
細
に
見

れ
ば
､
遠
州
に
於
け
る
雑
婚
布
部
門
と
播
州
と
の
比
較
に
於
て
､
遠
州
の
規
模
が
著
し
-
小
さ

-
'
二
〇
茎
以
下
の
も
の
が
八
〇
克

%
に
達
し
'
播
州
に
於
て
は

l
O
芸
以
下
の
も
の
は
少
-
､

l
O
毒
以
上
四
〇
毒
以
下
の
も

の
が

多
数
を
占
め
る
｡
叉
同
じ
遠
州
に
就
い
て
ー
生
地
綿
布
部
門
と
架
綿
布
部
門
を
此
較
す
る
に
､
生
地
綿
布
部
門
の
方
が
そ
の
規
模
が
大
で

あ
-
､
特
に

1
0
0
茎
以
上
の
も
の
は
生
地
綿
布
部
門
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
｡
か
や
う
に
生
産
規
模
に
差
異
を
生
ず
る
理
由
は
後
に
述
べ
る

が
､
総
じ
て
見
ら
れ
る
両
地
方
の
特
徴
は
中
小
工
業
が
招
封
多
数
を
占
め
る
亭
茸
で
あ
る
O

得
べ
-
､
第
二
に
両
地
方
の
製
織
せ
る
使
物
の
生
産
技
術
の
特
殊
性
に
'
箪
三
に
海
外
よ
り
の
一
口
需
要
量
の
大
い
さ
に
求
凝
る
こ
と
が

出
禿
る
｡

.L
'･･怪

f
!

性

遠
州
､
播
州
共
に
機
業
の
歴
史
は
苗
-
､
徳
川
時
代
既
に
夫
々
家
内
工
業
の
集
合
せ
る
摂
業
地
帯
を
形
成
し
て
ゐ
た
｡
か
ゝ
る
時
代
よ

-
培
は
れ
た
る
機
業
と
し
て
'
最
初
は
手
織
機
を
用
ふ
る
純
家
内
工
業
よ
り
漸
次
工
場
制
工
業
に
進
展
し
た
の
で
あ
っ
て
'
此
の
過
程
に

於
て
特
に
大
政
る
影
響
を
輿

へ
た
も
の
は
日
清
戦
後
著
明
さ
れ
た
力
織
機
の
利
用

(豊
田
式
力
織
轍
の
畿
明
は
明
治
二
十
九
年
.
之
が
利

用
は
両
地
方
共
に
明
治
三
十
三
年
に
初
ま
る
)
で
あ
-
､
力
織
機
の
利
用
と
動
力
利
用
の
進
歩
と
は
相
保
っ
て
生
産
方
法
及
び
生
産
組
織

を
近
代
化
せ
し
め
る
に
役
立
っ
た
の
で
あ
も
｡
更
に
両
地
方
共
に
歓
洲
大
戦
を
時
機
と
し
て
国
内
向
小
幅
着
尺
地
よ
り
輸
出
向
大
幅
組
物

に
捧
じ
た
の
で
あ
る
が
'
此
の
場
合
に
於
て
.

既
設
の
工
場
設
備
内
に
於
て
箪
純
に
轟
槙
の
入
巷
を
行
ふ
こ
と
に
よ
っ
て
容
易
に
輸
出
袈



織
に
縛
ず
る
こ
と
が
出
釆
た
の
で
あ
る
｡

か
や
う
に
し
て
.
両
地
方
の
機
業
些
冗
釆
国
内
向
製
織
を
月
的
と
す
る
家
内
工
業
が
時
代
の
進
運
に
伴
ひ
工
場
制
工
業
に
博
じ
､
更
に

製
品
の
上
に
於
て
輸
出
製
織
に
追
出
し
た
の
で
あ
っ
て
ー
そ
の
間
生
産
規
模
の
損
張
は
行
は
れ
i
fと
望

三

.
苗
き
組
組
と
設
備
の
制
約

を
晩
す
る
lJ
と
を
得
ず
､
加
ふ
る
に
個
々
の
企
業
の
資
本
力
の
少
き
こ
と
1
相
保
っ
て
.
大
規
模
の
工
場
制
工
業
に
飛
躍
す
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
｡

二
'
生

産

技

術

右
の
如
き
歴
史
的
尊
展
過
程
に
於
て
ー
両
地
方
の
綿
織
物
工
業
が
中
小
規
模
の
形
態
に
と
ゞ
ま
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
た
積
極
的
理

由
の
第

1
は
両
地
方
の
製
織
せ
る
製
品
の
生
托
技
術
の
昭
殊
性
で
あ
る
｡
即
ち
､
両
地
方
の
製
耕
せ
る
輸
出
織
物
は
腰
史
的
に
見
て
共
の

種
類
に
於
て
激
し
い
軽
蓮
を
見
て
ゐ
る
と
は
言

へ
､
通
じ
て
見
ら
れ
る
特
徴
は
其
の
製
織
技
術
上
組
織
的
な
機
械
力
の
鮭
用
に
適
せ
ず
､

手
工
的
操
作
に
僕
つ
こ
と
多
き
糸
染
綿
布
又
は
編
者
手
原
糸
を
使
用
す
る
高
級
生
地
綿
布
乃
至
特
殊
の
加
工
技
術
を
必
要
と
す

る
生

地

綿
布
で
あ
る
｡
例

へ
ば
ー
遠
州
に
於
て
は
柄
三
綾

(糸染
綿
布
.)
に
初
ま
カ
ー
次
S
で
鏑
サ
ロ
ン

(糸
染
)
の
盛
行
を
見
.
現
在
で
は
鋳

又
は
生
地
の
ポ
プ
リ
ン
が
重
き
を
な
し
て
ゐ
る
が
､
生
地
の
ポ
プ
リ
ン
其
の
他
の
生
地
綿
布
に
就
S
て
も
組
番
手
首
級
品
を
特
徴
と
し
､

P
.
正
ボ
ブ
ヮ
ン
の
如
き
普
通
品
は
特
に
大
規
模
工
場
に
於
て
製
損
さ
れ
て
ゐ
る
O
叉
別
に
遠
州
に
は
別
珍
コ
ー
ル
天
の
如
き
加
工
上
特
殊

の
技
術

(野
毛
工
程
)
を
必
要
と
す
る
特
殊
の
織
物
が
在
す
る
｡
播
州
に
於
て
は
前
述
の
如
-
殆
ど

一
様
に
縞
三
絞
､
ギ
ン
ガ
ム
P
ゼ
フ

ァ

ー
'
鏑
サ
ロ
ン
等
の
糸
染
綿
布
を
製
織
し
､
最
近
に
至
っ
て
此
の
外
に
綿
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ー
ス
､
キ
コ
イ
､
マ
フ
ラ
等
の
糸
染
短
褐
布

我
国
綿
織
物
工
業
の
輸
出
伸
張
カ

(二
〇
九
)

五

九



第
六
十
八
番

第

二
次

(t二
〇
)

六
〇

吊
の
製
粒
を
見
る
に
至
っ
た
｡

此
等
の
製
品
は
生
産
技
術
が
極
め
て
複
報
で
あ
り
..
従
っ
て
組
織
的
蓮
根
的
作
業
に
越
せ
ず
､
自
働
繊
機
の
利
相
聞
に
達
せ
ず
力
縦
横

に
よ
っ
て
製
織
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡
特
に
糸
染
綿
布
に
就
S
て
は
生
地
綿
布
に
比
し
て
機
械
力
利
用
の
限
度
が
著
し
-
制
約
さ
れ
る
｡

先
づ
第

1
に
基
経
工
程
に
於
て
､
多
種
類
の
先
染
糸
を
配
合
す
る
必
要
上
全
部
基
経
磯
及
び
サ
イ
ジ
ン
グ
を
使
用
す
る
こ
と
を
得
ず
､
部

分
整
経
機
に
依
ら
ざ
る
を
得
な
い
し
､
綜
統
通
し
も
機
械
を
用
ふ
る
こ
と
を
得
ず
し
て
人
力
に
保
た
ぬ
ぼ
な
ら
ぬ
｡
か
や
う
に
部
分
整
経

機
を
用
ひ
る
こ
と
が
､
糸
染
綿
布
の
工
業
規
模
を
制
約
す
る
重
要
な
原
因
を
な
し
て
ゐ
る
Q
即
ち
､
播
州
の
例
に
徴
す
る
に
､
部
分
整
経

機

1
嘉
の
最
適
限
利
用
度
些

二
六
吋
幅
の
織
機
に
就
い
て
言
へ
ぼ
三
十
二
基

と

せ
ら
れ
､
同
時
に
此
の
織
横
基
数
を
備
ふ
る
場
合
に
於

て
'
使
用
職
工
の
割
雷
を
最
適
限
た
ら
し
む
る
こ
と
を
得
､
動
力
に
於
て
七
馬
力
牛
の
電
動
機
を
最
適
度
に
利
用
し
得
る
こ
と
が
経
験
的

に
確
立
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
.
今
か
1
る
最
埴
限
規
模
を
有
つ
標
準
工
場
に
就
い
て
'
各
工
程
に
要
す
る
機
械
､
職
工
及
び
動
力
の

閲
係
を
見
る
に
次
の
如
-
で
あ
る
O

考備工敬

播
外
す

は
は
;出

難

敵

蹴
地
下

綜
州
部

人

入

人

人

2

3

2

1

て
呼

持
椿

に
寸)

基
毒

力
者

六
田

地
用
る

入
部

州
依
れ

二

柄
は
ほ

人

人

人

6

1

1

+

=



工 程 機 械

準備工程

糊付工

絃線工

管巻工

墓紐工程 部分基経磯 1墓

製織工程 栂梯(36吋) 31'毒

碗織二

月廻工

伴仝工

難

小 僧

力 7.5馬力電動機一基

此
の
閲
係
は
織
機
の
陳
情
の
顔
荻
に
よ
っ
て
奨
化
す
る
こ
と
勿
論
で
あ
っ
て
､
幅
員
の
大
と
な
る
に
堪
っ
て
織
機
茎
数
は
減
少
し
､
例

へ
ば
五
二
時
幅
の
も
の
に
就
い
て
は
十
八
嘉
'
四
八
吋
幅
の
も
の
に
就
5
て
は
二
十
望
虫
等
の
基
準
が
輿

へ
ら
れ
る
O
播
州
地
方
に
於
て

は
種
々
の
事
情
に
よ
る
若
干
の
制
約
は
あ
る
と
些
言
へ
､
凡
て
の
工
場
が
か
1

る
最
適
眼
の
工
場
規
模
を
目
標
と
し
て
設
備
せ
ら
れ
て
居

少
'

一
工
場
内
に
二
重
の
塾
だ
機
を
有
す
る
も
の
は
其
の
工
場
規
模
を
峯
位
規
模
の
二
億
な
ら
し
め
､
叉
各
種
の
紋
横
を
擁
す
る
場
合
に

も
整
挺
機
の
能
力
に
合
致
す
る
様
配
慮
せ
ら
れ
て
ゐ
る
｡
特
に
注
目
す
べ
き
現
象
は
単
位
規
模
を
厳
守
す
る
配
慮
が
工
場
規
模
の
過
大
と

な
る
を
制
約
せ
る
鮎
で
あ
っ
て
､
即
ち
､

一
企
業
に
し
て
多
数
の
織
機
を
有
す
る
も
の
は
工
場
を
分
割
し
'

一
工
場
の
規
模
に
就
い
て
は

単
位
規
模
に
近
づ
け
て
ゐ
る
.
事
賞
に
於
て
織
機
百
毒
以
上
を
有
す
る
企
業
は
無
比
-
が
数
個
の
分
工
場
を
設
け
､

1
工
場
常
-
織
機
基
数

を
制
限
し
て
ゐ
み
の
で
あ
る
o
前
記
播
州
織
工
業
組
合
所
属
の
各
企
業
苦
り
織
機
茎
数
が
十
毒
以
上
五
十
蔓
以
下
に
集
中
せ
る
こ
と
も
之

に
よ
っ
て
首
肯
出
来
､
叉
昭
和
王

二
年
末
に
於
け
る

一
工
場
雷
り
平
均
縛
機
罵
数
二
十
八
義
眼

(製
織
工
場
､二
三

二
､
織
機
基
数
､
五

我
国
綿
放
物
工
菜
の
輸
出
伸
張
カ

(
二
二

)
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第
六
十
八
番

第

二
鍍

(

二
i二

)

六

二

〇
吋
以
上
.
二
'
八
草

二
､
四
九
吋
以
下
､
六
'
〇
七
八
.
計
､
八
'
九
三

二
警

と
い
ふ
の
も
此
の
問
の
油
息
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
o

遠
州
に
於
け
る
糸
染
綿
布
の
最
速
隈
工
場
規
模
は
播
州
の
そ
れ
に
比
し
て
小
さ
-
'
通
常
凹
四
吋
幅
の
も
の
に
て
十
六
董
乃
至
十
八
毒

を
以
て
基
準
と
し
て
ゐ
る
O
こ
れ
は
此
の
地
方
の
織
物
が
播
州
の
そ
れ
に
此
し
て
細
番
手
の
糸
を
使
用
し
､
従
っ
て
製
織
技
術
が
複
雑
な

る
に
基
き
､
又
後
述
す
る
か
-
'
此
の
地
方
に
は
分
業
制
度
が
敢
注
し
て
ゐ
て
必
ず
し
も
各
工
場
が
塾
経
機
を
備
ふ
る
必
要
な
-
'
従
っ

て
整
匪
樺
使
用
に
基
-
制
約
よ
-
解
放
せ
ら
れ
得
る
こ
と
に
基
因
す
る
O
之
が
遠
州
に
於
て
二
十
毒
以
下
の
織
機
を
有
す
る
工
場
が
紀
封

多
数
を
占
め
､
且
つ
十
萎
以
下
の
工
場
が
多
数
に
上
る
所
以
で
あ
る
｡

三
､
需

要

量

両
地
方
の
工
業
規
模
を
規
定
す
る
今

1
つ
の
要
因
は
､
海
外
よ
-
の
l
口
注
文
量
が
小
さ
い
こ
と
で
あ
る
｡

一
位
に
糸
染
綿
布
に
就
い

て
は
市
場
生
産
を
行
ふ
こ
と
を
得
ず
注
文
生
産
に
よ
る
｡
蓋
し
'
糸
染
綿
布
は
所
謂
フ
ァ
ン
シ
ー
グ
ッ

ヅ

に
屠

し
､
特
殊
の
品
質
､
締

柄
､
意
匠
を
必
要
と
し
'
市
場
と
用
途
と
消
費
慣
習
に
臆
じ
て
多
岐
に
亙
る
も
の
で
あ
る
｡
而
し
て
通
常
'
注
文
は
軽
々
の
柄
模
様
を
組

合
は
せ
た
も
の
を
以
て
)
口
と
し
､
且
つ
一
口
の
注
文
の
大
さ
は
千
反
二
千
反
等
の
小
口
を
畢
位
と
L
t

1
寓
反
以
上
の
大
口
注
文
は
分

割
し
て
畿
注
せ
ら
れ
る
を
常
と
す
る
｡
か
-
て
､
比
等
の
注
文
は
中
小
工
業
が
之
を
消
化
す
る
に
通
常
し
て
居
り
､
同
時
に
此
の
鮎
に
於

て
見
込
み
に
基
-
大
量
生
産
に
適
し
な
い
の
で
あ
る
D
遠
州
に
於
け
る
生
地
綿
布
に
就
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
ひ
得
る
の
で
あ
っ
て
'

市
場
生
産
可
能
の
普
通
生
地
物
は
大
規
模
工
業
に
よ
り
.
注
文
生
産
に
よ
る
特
殊
品
は
中
小
工
業
に
よ
っ
て
製
織
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
O

語
勢
量
に
甑
聯
し
て
箆
目
す
べ
き
こ
と
は
､
遠
州
及
び
播
州
共
に
工
場
経
営
が
著
し
く
多
角
化
さ
れ
て
ゐ
る
鮎
で
あ
る
O
即
ち
､

l
工



場
内
に
多
様
の
織
機
を
億

へ
.
多
種
類
の
織
物
を
製
織
し
て
ゐ
る
も
の
が
多
5
の
は
'
多
種
小
口
の
注
文
に
臆
ず
る
必
要
に
出
で
た
る
も

の
と
考

入
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

以
上
の
如
-
に
し
て
､

一
般
的
に
見
て
遠
州
及
び
播
州
に
於
け
る
綿
織
物
工
業
が
中
小
工
業
形
態
を
と
れ
る
所
以
は
'

一
方
に
於
て
其

の
歴
史
性
に
ょ
り
大
規
模
化
し
得
な
か
っ
た
事
情
が
あ
る
と
共
に
､
他
方
に
於
て
'
積
極
的
に
'
其
の
製
品
の
生
産
技
術
並
に
需
要
量
の

鮎
に
於
て
大
規
模
化
す
る
必
要
な
き
の
み
な
ら
ず
~
却
っ
て
中
小
工
業
形
態
を
と
る
こ
と
を
有
利
な
ら
し
め
る
事
情
が
存
す
る
の
に
基

-
O
か
1
る
事
情
に
附
こ

て
如
何
な
る
大
工
業
と
錐
も
積
極
的
に
此
の
部
門
に
進
出
す
る
こ
と
を
得
ず
'
叉
進
出
を
必
要
と
し
な
か
つ
た

の
で
あ
る
｡

最
後
に
'
大
工
業
が
此
の
部
門
に
進
出
し
得
な
か
っ
た
今

一
つ
の
要
因
と
し
て
注
目
す
べ
き
は
､
両
地
方
の
製
品
の
壁
蓬
の
激
し
い
こ

と
で
あ
る
｡
既
述
の
如
-
､
遠
州
に
於
て
は
約
三
綾
は
既
に
製
織
を
見
ず
'
ギ
ン
ガ
ム
の
製
織
も
減
じ
'
柄
サ
ロ
ン
及
び
柄
ポ
プ
サ
ン
が

糸
染
綿
布
を
代
表
し
'
他
方
に
於
て
生
地
の
ポ
プ
サ
ン
が
盛
行
し
て
居
り
､
播
州
に
於
て
も
'
綿
ネ
ル
､
約
三
綾
､
栴
サ
ロ
ン
､
ギ
ン
ガ

ム
'
ゼ
フ
ァ
ー
'
マ
フ
ラ
ー
'
キ
コ
イ
等
海
外
市
場
の
情
勢
に
癒
じ
て
其
の
重
鮎
を
異
に
L
t
特
に
最
近
に
は
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ー
ス
､
ナ

プ
キ
ン
等
の
絞
披
に
ま
で
進
展
し
て
ゐ
る
｡
過
去
の
例
に
徴
す
る
に
､
播
州
に
於
て
は
抽
機
の
入
啓
は
平
均
三
ケ
年
毎
に
街
は
れ
'
極
端

な
例
と
し
て
は

一
ヶ
年
に
三
回
の
製
品
樽
換
を
行
っ
た
も
の
も
あ
る
と
言
ふ
｡
か
や
う
に
製
品
が
恒
久
性
を
欠
き
､
其
の
襲
壇
の
激
し
い

場
合
に
あ
つ
て
は
'
大
規
模
の
設
備
を
以
て
し
て
は
到
底
迅
速
に
其
の
変
遷
に
順
鷹
す
る
こ
と
を
得
ず
､
叉
其
の
負
接
に
堰

へ
得
な
い
で

あ
ら
う
.
此
の
鮎
に
於
て
も
中
小
工
業
規
模
は
此
の
部
門
の
製
品
に
は
通
常
し
た
も
の
と
言
ひ
得
る
の
で
あ
る
O

我
国
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第
六
十
八
番

第

二
放

(
二

7
咽
)

六
四

四
㌧
遠
州
織
及
び
播
州
織

の
生
産
敢
骨
組
織

以
上
は
遠
州
及
び
播
州
の
綿
織
物
工
業
の
生
産
規
模
を
規
定
す
る
積
極
的
要
因
に
関
し
て
述
べ
た
の
で
あ
る
が
'
次
に
か
-
て
決
定
せ

ら
れ
た
中
小
規
模
の
工
業
の
存
立
を
支
援
す
る
生
産
配
合
組
織
其
の
も
の
を
解
剖
す
る
必
要
が
あ
る
O

生
産
配
合
組
織
に
着
目
す
る
と
き
は
遠
州
と
播
州
と
の
問
に
著
し
い
差
異
が
春
す
る
｡
即
ち
､

第

1
に
､
織
物
の
粒
類
に
関
し
て
播
州
が
専
ら
糸
染
綿
布
乃
至
之
に
類
似
す
る
布
吊
製
品
を
製
織
せ
る
に
封
し
､
遠
州
に
於
て
は
其
の

外
に
生
地
綿
布
が
重
要
な
る
地
位
を
占
め
て
ゐ
る
こ
と
既
述
の
如
-
で
あ
る
が
､
此
の
結
果
､
播
州
に
於
け
る
生
産
事
情
が
海
綿
な
る
に

〟

反
し
て
､
遠
州
の
そ
れ
は
複
雑
で
あ
る
｡
蓋
し
､
生
地
綿
布
と
糸
染
紬
布
と
は
生
産
工
程
が
異
る
の
み
な
ら
ず
ー
生
産
組
織
及
び
取
引
組

織
を
も
異
に
す
る
か
ら
で
あ
る
｡

第
二
に
､
同
じ
糸
染
綿
布
に
就
い
て
見
て
も
､
播
州
に
於
て
は
生
産
上
の
敢
合
的
分
業
が
'
原
糸
の
染
晒
工
程
と
製
織
準
備
を
含
む
製

織
工
程
と
塾
理
加
工
工
程
の
三
段
階
に
分
た
れ
る
に
封
し
て
､
遠
州
に
於
て
は
配
合
的
分
業
が
著
し
-
細
分
化
し
､
製
織
準
備
の
各
工
程

が
各
別
の
企
業
に
よ
っ
て
猫
立
的
kJ.営
ま
れ
る
の
で
あ
る
｡
即
ち
.
織
布
工
場
の
外
に
撚
糸
工
場
.
糊
付
工
場
.
管
巻
工
場
､
亜
紀
工
場

等
が
別
個
に
存
在
し
'
播
州
に
於
け
る
織
布
工
場
が
二
月
的
に
比
等
の
諸
準
備
工
程
を
自
家
工
場
内
に
於
て
行
ふ
の
と
相
違
す
る
｡
糸
染

綿
布
に
限
ら
ず
'
遠
州
の
生
産
祉
骨
組
織
の
特
徴
は
祉
合
的
分
業
の
改
達
せ
る
こ
と
に
あ
り
'
生
地
綿
布
に
就
い
て
も
､
サ
イ
ジ
ン
グ
工

場
､
捺
染
工
場
､
起
毛
工
場
､
(
別
珍
n
I
ル
天
に
就
き
)
野
毛
工
場
､
別
珍

コ
ー
ル
天
仕
上
工
場
等
が
織
布
工
場
の
外
に
存
す
る
O
此
の

結
果
､
播
州
に
於
け
る
轍
布
工
場
は
準
備
工
程
に
歴
ず
る
絞
機
茎
数
を
鯖

へ
'
猫
立
的

1
貰
作
業
を
な
す
に
必
要
な
大
S
さ
を
保
つ
必
要



が
あ
る
に
封
し
て
'
遠
州
に
於
け
る
終
布
工
場
は
罫
純
に
自
己
の
資
本
力
に
艦
ず
る
織
機
茎
数
を
設
備
L
t
専
ら
襲
縛
工
経
の
み
を
括
常

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
其
の
存
立
を
保
ち
得
る
の
で
あ
る
｡

第
三
に
､
播
州
に
於
て
は
製
造
問
屋
制
度
が
畿
達
せ
ぎ
り
L
に
封
L
t
遠
州
に
於
て
は
織
元
と
呼
ぼ
る
1
製
造
問
屋
制
度
が
蟹
達
し
､

生
産
政
倉
組
按
上
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
し
て
ゐ
る
｡
即
ち
､
遠
州
に
於
て
は
織
物
の
中
央
市
場
よ
か
取
っ
て
ゐ
る
関
係
上
早
-
よ
り

製
造
問
屋
が
存
在
し
'
特
に
捻
出
織
物
に
樽
じ
た
際
に
'
槙
業
者
の
海
外
市
場
知
識
及
び
取
引
知
識
の
欠
如
を
補
ふ
も
の
と
し
て
､
叉
輪

出
向
織
物
践
機
設
備
に
伴
ふ
中
小
機
業
者
の
流
動
資
金
の
枯
渇
を
救
ふ
も
の
と
し
て
其
の
重
要
性
を
加

へ
'
遠
州
輸
出
織
物
中
歴
史
の
古

い
糸
染
綿
布
に
就
い
て
は
'
機
業
者
の
八
割
が
約
二
十
軒
の
製
造
問
屋
に
従
属
し
て
ゐ
る
O
叉
生
地
綿
布
に
就
い
て
も
的
五
十
軒
の
袈
造

由
屋
が
存
在
し
'
織
機
毒
数
五
十
姦
以
下
の
中
小
機
業
者
は
多
-
此
等
の
製
造
問
屋
に
綻
属
し
て
貿
織
を
行
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る

(遠
州

に
於
け
る
製
造
問
屋
は
ヮ
ソ
ク
制
茸
施
後
若
干
其
の
地
位
の
奨
化
を
見
た
が
､
こ
1
で
は
暫
-
此
の
問
題
に
は
解
れ
な
い
で
お
-
)｡

製
造
問
屋
は
海
外
の
注
文
に
感
じ
て
原
糸
を
調
達
し
'
之
に
必
要
な
準
備
を
施
し
て
多
数
の
貸
織
業
者
に
支
給
し
て
袈
続
せ
し
め
､
織

上
っ
た
も
の
を
回
放
し
て
必
要
な
る
整
理
加
工
を
加

へ
一
括
し
て
輸
出
商
に
約
品
す
る
の
で
あ
っ
て
.
製
造
問
屋
の

か
1
る
一
貫
的
組
織

的
活
動
の
下
に
.
蕾
に
賃
的
業
者
の
み
な
ら
ず
､
生
産
工
程
の
各
部
門
を
括
常
す
る
専
業
者
が
統
制
指
導
せ
ら
れ
､
同
時
に
各
部
分
工
程

の
括
富
者
相
互
間
に
協
業
関
係
が
保
持
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡
従
っ
て
遠
州
に
於
け
る
小
規
模
織
布
工
場
の
存
在
並
に
生
産
工
程
の
分
業

化
は
か
1
る
製
造
問
屋
の
活
動
を
前
提
と
し
て
初
め
て
可
能
と
な
-
∵
逆
に
か
1
る
小
規
模
織
布
工
場
の
多
数
に
存
在
す
る
こ
と
!
.
坐

産
工
程
の
分
業
化
の
事
葦
が
製
造
問
屋
に
其
の
存
在
理
由
を
碇
供
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
(.

我
国
綿
織
物
工
業
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張
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製
造
問
屋
の
中
に
は
自
ら
も
紋
布
を
行
ふ
も
の
と
然
ら
ざ
る
も
の
と
が
あ
る
が
､
製
造
開
局
の
職
能

に
踊
す
る
限
り
い=q

l
で
あ
る
0
泣
州
で
は
歌

道

問
屋
は
骨
工
業
組
合
に
加
入
し
て
ゐ
る
｡

之
に
圧
し
て
播
州
に
於
て
些
花
束
製
造
問
屋
制
度
は
存
在
せ
ず
.
只
僅
か
に
資
本
力
大
な
る
機
業
者
が
資
本
力
小
な
る
少
数
の
横
業
者

ダシバ
タチ
ン'ハタ

を
隷
属
せ
し
め
て
所
謂
出
機
賃
磯
の
関
係
を
成
立
せ
し
め
て
ゐ
る
か
､
又
は

l
時
的
に
多
量
の
注
文
を
受
取
っ
た
も
の
が
､
他
の
機
業
者

に
貸
織
を
低
域
す
る
程
度
に
と
ゞ
ま
っ
て
.
末
だ
本
然
的
な
製
造
問
屋
に
ま
で
哉
展
せ
ず
'
叉
之
を
本
然
的
な
製
造
問
屋
に
牽
展
せ
し
め

る
武
舎
的
地
般
皿も
な
い
｡
而
し
て
1
殴
的
に
は
各
棟
業
者
は
自
己
の
計
算
に
於
て
原
糸
を
購
入
し
､
製
品
を
販
責
す
る
の
で
あ
っ
て
､
受

注
及
び
放
資
は
直
接
阪
神
地
方
の
商
館
と
折
衝
す
る
か
'
又
は
仲
介
業
者

(ブ
ロ
ー
カ

ー
)
を
利
用
す
る
の
で
あ
る
｡
か
や
う
に
播
州
に

放
て
製
造
問
屋
制
度
の
豪
速
し
な
か
つ
た
理
由
と
し
て
は
.
各
機
業
者
の
猫
立
心
が
強
-
､
且
つ
自
力
に
て
商
業
危
険
を
負
捨
す
る
資
力

を
偏

へ
て
ゐ
た
こ
と
､
前
述
の
如
-
各
機
業
着
が
製
織
に
関
す
る

一
貫
作
業
を
行
ひ
､
各
種
の
部
分
括
常
者
と
協
業
す
る
必
要
の
存
し
な

か
っ
た
こ
と
､
及
び
地
理
的
に
輸
出
蕗
た
る
神
戸
'
大
阪
に
近
接
し
て
ゐ
て
'
此
等
の
中
心
市
場
の
問
屋
叉
は
輸
出
商
と
直
接
に
折
衝
す

る
こ
と
が
出
奔
､
地
元
に
於
て
特
別
の
商
取
引
磯
閲
を
必
要
と
し
な
か
つ
た
こ
と
等
を
馨
げ
る
こ
と
が
出
来
る
｡

第
四
に
'
播
州
に
於
て
は
単

一
の
工
業
組
合
が
地
域
内
の
糸
染
晒
業
者
'
絞
布
業
者
'
整
理
加
工
業
者
を
包
括
L
P
特
に
播
州
織
工
業

組
合
に
あ
つ
て
は
整
理
加
工
を
畢

1
工
場
に
於
て
組
合
自
鰹
が
行
っ
て
ゐ
る
封
し
､
遠
州
に
あ
つ
て
は
各
工
程
別
に
組
合
が
存
し
､
例

へ

ぼ
原
糸
の
染
柄
に
就
い
て
は
遠
江
染
色
工
業
組
合
開
進
社
､
糊
付
に
就
い
て
は
遠
江
糊
付
業
組
合
､
整
理
加
工
に
就
い
て
は
喜
低
染
色
巷

理
工
菜
組
合
等
が
存
在
し
､
遠
州
輸
出
織
物
工
業
組
合
永
久
政
は
革
に
戟
布
業
者
､
製
造
問
屋
､
並
に
特
殊
少
数
の
加
工
業
者
を
組
合
員



と
し
て
抱
擁
す
る
に
過
ぎ
な
い
｡
之
は
遠
州
に
於
け
る
敢
合
的
分
業
の
畿
達
に
鮭
ず
る
常
然
の
締
結
で
あ
る
O

之
を
組
合
活
動
の
葦
際
に
巨n
し
て
見
る
に
､
播
州
紙
工
業
組
合
に
あ
つ
て
は
､
染
料
ー
葉
品
を
共
同
購
入
し
て
染
晒
業
者
に
分
配
し
､

糊
料
'
機
料
品
に
就
い
て
も
組
合
員
の
要
求
k
よ
り
共
同
購
入
を
な
す
外
､
過
去
に
於
て
は
製
品
の
共
同
放
資

(
サ
ロ
ン
共
販
部
の
設
置

等
)
を
も
行
っ
て
ゐ
た
｡
特
に
注
目
す
べ
き
は
'
塾
埋
加
工
を
組
合
蛙
潜
に
移

し
､
畢

1
工
場
に
於
て
大
規
模
に
行
っ
て
ゐ
る
こ
と
'
並

に
包
装
'
荷
造
.
輸
速
に
就
S
て
も

一
切
組
合
の
手
で
行
っ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
｡
即
ち
､
磯
業
者
は
製
粒
以
後
の
1
切
の
虚
理
を
組
合

に
委
ね
る
こ
と
に
ょ
つ
て
製
織
の
み
に
専
念
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
'
組
合
に
於
て
は
､
整
理
加
工
に
要
す
る
設
備
の
整
備
､
能
率
の

増
進
､
材
料
品
の
選
搾
､
包
装
荷
造
用
品
の
大
量
購
入
.
大
量
輸
送
に
よ
る
運
賃
の
軽
減
等
の
大
規
模
経
営
の
利
益
を
牧
め
る
こ
と
が
出

来
る
｡
か
-
て
播
州
に
於
て
は
多
数
の
猫
立
せ
る
中
小
工
業
が
組
合
を
通
じ
.
特
に
組
合
経
営
の
塾
理
加
工
工
場
を
通
じ
て
統

合

せ
ら

れ
'
生
憎
と
し
て
の
有
機
的
組
織
を
輿

へ
ら
れ
て
ゐ
る
と
見
る
こ
と
が
出
乗
る
の
で
あ
る
｡

之
に
対
し
､
遠
州
輸
出
織
物
工
業
組
合
永
久
杜
に
あ
つ
て
は
､
糸
染
染
料
'
針
金
綜
統
'
サ
イ
ジ
ン
グ
ネ
ル
の
共
同
購
入
を
行
ふ
外
､

共
同
設
備
と
し
て
五
つ
の
サ
イ
ジ
ン
グ
工
場
を
有
ち
､
之
を
偶
人
に
委
任
経
営
せ
し
め
'
叉
別
珍
コ
ー
ル
天
に
関
し
て
は

一
つ
の
染
色
加

工
利
用
工
場
を
有
つ
が
'
糸
染
綿
布
に
就
い
て
は
共
同
利
用
設
備
を
欠
き
.
特
に
其
の
重
雄
加
工
は
数
個
の
猫
立
の
事
業
者
に
よ
っ
て
行

は
れ
る
｡
此
の
外
､
前
述
し
た
る
如
-
各
工
程
別
に
猫
立
の
組
合
が
布
す
る
結
果
/
水
久
杜
は
か
J

る
別
個
の
組
合
に
属
す
る
専
業
者
よ

-
其
の
若
干
を
指
定
し
て
特
に
指
導
統
制
す
る
方
法
を
と
っ
て
ゐ
る
｡
か
-
て
遠
州
に
於
て
は
輸
出
紐
物
に
関
す
る
包
括
的
統

一
的
な
亜

織
を
欠
き
'
相
互
の
協
同
に
よ
っ
て
苧
じ
て
有
機
的
活
動
を
維
持
し
て
ゐ
る
も
の
と
言
払
得
る
で
あ
ら
う
｡

我
閥
綿
織
物
工
業
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輸
出
伸
張
カ
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元
来
遠
州
の
研
菜
は
大
正
六
年
静
岡
願
産
業
調
査
骨
に
於
て
輸
出
拭
物
に
樽
ず
る
こ
と
を
勧
奨
し
て
以
来
へ
願
の
指
導
と
業
界
の
先
監
督
の
努
力

に
基

き
､
輸
出
織
物
の
製
織
に
関
し
て
中
小
工
業
を
結
合
す
る
有
様
的
紙
料
の
完
成
を
目
指
し
て
全
生
産
組
織
を
計
劃
し
､
其
の
中
心
に
於
て
遠
州
輸
出
放
物

工
業
組
合
永
久
庇
が

1
万
に
原
糸
の
漂
白
'
染
色
'
糊
付
へ
整
理
等
の
共
同
加
工
を
行
ひ
又
､
製
品
検
査
へ
包
装
の
改
良
'
両
棲
の
統

l
に
努
め
'
他
方

に
'
生
産
各
工
程
の
専
業
者
を
指
を
'
統
制
し
特
に
其
の
相
互
間
の
有
雄
的
連
繋

の
箕
を
蟹
げ
来

っ
た
も
の
で
あ
る
が
.
多
数

の
叡
合
の
分
離
弼
立
は
か

か
る
有
機
的
括
動
を
射
魁
化
せ
し
め
る
に
h/よ
っ
た
O
輸
出
的
物
に
鮒
す
る

T
切
の
業
静
を
組
介
員
と
し
て
色
柄
し
'
之
を
統
轄
す
る
如
き
大
永
久
舵
の
必

要
が
記
か
れ
る
所
以
で
あ
る
.

最
後
に
'
両
地
方
の
織
物
業
の
敏
捷
に
封
し
重
要
な
役
割
を
有
つ
試
験
場
横
路
の
存
す
る
こ
と
を
挙
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
｡
即
ち
､
遠
州
に

は
静
岡
堅

此
酋
松
工
業
試
験
場
'
播
州
西
脇
に
は
兵
庫
堅

比
染
織
試
験
場
が
あ
-
~
共
に
染
色
.
橿
織
､
固
案
'
整
理
等
に
関
す
る
技
術

的
試
験
を
行
ひ
'
業
界
を
指
導
す
る
と
共
に
ー
見
本
品
を
試
按
し
て
捧
外
に
試
愛
し
'
新
市
場
の
開
拓
に
努
め

(遠
州
で
は
此
の
事
業
は

既
に
中
止
し
て
居
る
が
-
播
州
で
は
鉛
臓
拡
し
て
ゐ
る
｡
其
の
成
績
は
畿
給
見
本
に
割
す
る
注
茎
傘
五
%
で
あ
る
と

い
ふ
).
工
場
の
能

率
増
進
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
嘗
地
を
指
導
し
'
叉
優
秀
な
る
職
工
の
養
成
に
努
め
て
ゐ
る

(遠
州
で
は
俸
習
生
制
度
を
と
り
'
播
州

で
は
染
綾
養
成
所
を
有

つ
)0

比
等
の
試
験
場
の
括
動
が
業
界
を
啓
牽
､
指
導
し
て
其
の
襲
達
に
資
す
る
こ
と
の
大
な
る
墜
1日
ふ
を
保
た
ぬ
｡
特
に
新
製
品
の
製
粒
､

～

新
技
術
の
適
用
~
新
機
械
の
利
用
等
に
就
い
て
業
界
を
指
導
し
､
多
大
の
貢
献
を
な
し
た
事
は
遠
州
に
於
け
る
サ
イ
ジ
ン
グ
の
利
用
､
播

州
に
於
け
る
紋
型
紙
の
製
作
等
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
､
研
究
調
査
に
飴
裕
な
き
中
小
工
業
者
を
し
て
時
代
の
撃
達
に
追
随
す
る

を
待
し
め
る
上
に
於
て
~
比
等
の
指
導
横
路
の
今
後
に
於
け
る
役
割
は
愈
々
罰
大
で
あ
る
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
.



五
'
中
小
綿
織
物
工
業
の
長
所
と
短
所

抜
上
に
於
て
遠
州
及
び
播
州
に
於
け
る
輸
出
綿
組
物
の
生
産
社
食
組
織
を
夫
々
の
特
徴
に
即
し
て
明

か

に
し
た
O
之
に
ょ
つ
て
見
る

に
'
両
地
方
共
に
多
数
の
中
小
工
業
者
が
地
域
的
に
集
合

し

て
そ

こ
に

一
つ
の
生
産
社
食
を
形
成
し
て
居
り
'
此
の
生
産
配
合
に
於
て

は
､
之
を
組
成
す
る
個
々
の
細
胞
に
就
い
て
見
れ
ば
､
其
の
生
産
能
力
も
小
さ
-
'
生
産
品
種
も
限
定
さ
れ
て
居
る
が
､
之
を
生
産
政
合

金
憶
に
就
い
て
見
れ
ば
､
其
の
生
産
能
力
は
極
め
て
大
き
-
､
生
産
品
種
も
多
岐
に
亘
り
.
之
に
臆
じ
て
原
材
料
の
購
入
'
製
品
の
板
葺

に
於
け
る
組
蹴
､
運
輸
機
紺
'
金
融
機
関
､
券
働
市
場
等
も
大
規
模
に
整
備
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
'
若
し
か
の
単

一
の
大
工
場
に

於
け
る
生
産
組
織
を
集
中
的
大
工
業
と
呼
ぶ
な
ら
ば
~
遠
州
及
び
播
州
に
於
け
る
生
産
敢
禽
組
織
を
分
散
的
大
工
業
と
言
ふ
こ
と
が
可
能

で
あ
ら
う
0
時
に
遠
州
に
於
け
る
が
如
-
'
製
造
問
屋
が
介
在
し
て
1
定
範
囲
の
中
小
工
業
群
を
統
轄
し
て
ゐ
る
場
合

に
は
.
之
を
問
屋

制
大
工
業
と
稲
す
る
も
不
可
な
い
で
あ
ら
う
｡

集
中
的
大
工
業
と
分
散
的
大
工
業
と
の
差
異
は
二
的
者
が
生
産
技
術
の
畢
純
に
し
て
冨
誓
文
の
大
な
る
製
品
に
就
き
反
覆
的
操
作
を
行

ふ
こ
と
に
よ
-
大
量
生
産
に
基
-
内
部
的
経
費
節
減
の
利
益
を
蓉
げ
る
に
封
し
て
､
後
者
が
生
産
技
術
の
複
寿
に
し
て
一
口
注
文
量
の
小

な
る
多
種
類
の
製
品
に
就
き
併
列
的
掠
雁
を
行
ふ
多
数
の
細
胞
工
場
を
内
包
し
'
其
の
外
国
に
有
機
的
武
舎
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

外
部
的
経
費
節
減
の
利
笈
を
確
保
す
る
鮎
に
あ
る
｡
工
業
組
合
及
び
問
屋
は
か
1
る
外
部
的
経
費
節
減
を
目
指
し
て
積
極
的

･
意
識
的
に

活
動
せ
る
も
の
で
あ
る
｡

中
小
織
物
工
業
が
大
工
業
に
封
抗
し
て
存
立
し
得
る
理
由
は
t

t
方
に
於
て
既
述
の
如
き
生
産
技
術
及
び
需
要
量
等
に
基
-
積
極
的
根

我
蛸
綿
織
物
工
業
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職
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接
に
基
-
と
共
に
'
他
方
に
簸

て
中
小
工
業
が
か
ゝ
る
社
食
組
織
内
に
包
括
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

然
し
な
が
ら
､
右
の
如
き
生
産
社
食
組
織
共
の
も
の
に
就
い
て
は
批
判
の
故
地
は
残
さ
れ
て
ゐ
る
｡
先
づ
第

l
に
､
偶
々
の
工
業
規
模

が
小
さ
-
'
其
の
資
本
力
が
乏
し
い
結
果
､
製
品
の
帝

l
性
に
於
て
欠
-
る
と
こ
ろ
が
あ
-
､
納
期
を
炭
守
し
得
な
S
事
態
を
生
じ
'
特

に
製
品
向
上
に
封
す
る
積
極
的
努
力
を
欠
き
､
経
営
に
於
て
も
琶
隈
を
墨
守
し
て
時
代
の
進
運
に
追
随
し
嫌
い
維
鮎
が
あ
る
O
第
二
に
｣

ヽ

特
に
遠
州
の
如
-
配
合
的
分
業
の
高
度
化
せ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
'

l
の
工
程
の
専
業
工
場
よ
JeL
次
の
工
程
の
専
業
工
場
に
至
る
ま
で
の

距
離
が
運
搬
上
の
/負
柊
を
増
し
~
又
前
者
と
後
者
と
の
問
の
仕
事
の
連
絡
に
放
て
凱
膳
を
来
し
'
時
間
的
損
失
を
免
れ
得
な
い
｡
又
各
工

程
の
部
分
括
富
者
が
各
自
利
潤
を
要
求
す
る
結
凝
､
生
産
費
は
仝
標
的
に
見
て
高
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
｡
第
三
に
'
多
数
の
業
者
の
併
存

は
､
各
自
の
私
利
の
追
求
に
よ
っ
て
重
機
の
利
益
を
阻
害
L
F
.特
に
業
者
相
互
間
の
競
軍
の
結
果
は
給
出
慣
格
を
不
常
に
低
下
せ
し
め
る

欠
格
が
あ
る
｡

工
業
組
合
及
び
問
屋
は
か
1
る
推
断
の
除
去
に
就
き
必
ず
し
も
有
数
に
活
動
し
得
る
も
の
で
は
な
い
O
蓋
し
､
工
業
組
合
の
各
組
合
員

に
封
す
る
関
係
は
峯

1
大
工
場
の
指
導
部
の
各
生
産
部
門
に
封
す
る
関
係
と
は
本
質
的
に
異
-
1
叉
製
造
問
屋
は
自
ら
の
利
益
に
於
て
活

動
し
'
其
の
結
果
'
却
っ
て
個
々
の
エ
業
者
の
無
力
と
相
互
競
争
を
利
用
し
て
工
業
者
を
憧
迫
し
､
弊
害
を
加
重
せ
し
め
る
こ
と
も
あ
-

得
る
か
ら
で
あ
る
｡

以
上
の
如
き
中
小
工
業
組
織
の
不
合
理
性
を
補
ふ
故
人
の
武
器
は
労
働
傑
件
の
有
利
性
に
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
｡
即
ち
'
中
小
織
物

工
業
は
家
内
工
業
的
性
質
を
帯
び
て
家
族
従
業
員
を
使
用
す
る
こ
と
多
-
'
農
相
に
国
縫
せ
ら
れ
た
地
方
郡
市
叉
は
町
村
が
織
物
工
業
地



苛
と
な
れ
る
閲
係
上
､
休
閑
労
働
力
を
利
用
す
る
こ
と
を
得
､

l
般
職
工
に
就
い
て
も
共
の
賃
銀
は
農
村
の
生
活
費
を
標
準
と
す
る
た
め

に
大
工
業
郡
市
に
於
け
る
工
場
又
は
大
規
模
工
場
に
比
し
て
低
-
.
特
に
十
人
以
下
の
職
工
を
使
用
す
る
場
合
に
は
工
場
法
の
通
用
を
免

れ
る
等
の
事
茸
に
よ
り
'
労
働
費
用
を
節
減
し
得
る
の
で
あ
る
｡
特
に
家
族
従
業
員
の
あ
る
場
合
に
は
職
工
の
監
督
が
行
き
届
き
､
能
率

を
高
め
得
る
と
共
に
､
家
族
従
業
員
は
最
小
限
度
､
工
場
の
蓬
韓
に
よ
る
家
計
の
維
持
を
目
的
と
し
得
る
を
以
て
､
経
営
に
伸
縮
性
と
粘

着
力
を
附
輿
す
る
D
此
の
こ
と
が
景
気
不
景
気
の
波
動
に
封
し
て
も
よ
-
中
小
工
業
を
守
り
-
叉
輸
出
市
場
に
於
け
る
外
囲
と
の
償
格
競

尊
に
も
堰

へ
得
る
カ
を
輿

へ
る
の
で
あ
る
｡

以
上
の
如
-
に
し
て
､
生
産
技
術
､
需
要
量
に
塞
-
積
極
的
適
性
､
生
産
敢
禽
組
織
の
有
樺
的
活
動
に
伴
ふ
外
部
的
経
費
節
減
'
並
に

労
働
侯
件
の
有
利
性
の
諸
瓢
に
於
て
.
特
定
の
織
物
に
関
し
て
は
中
小
工
業
が
よ
-
其
の
存
在
理
由
を
王
張
し
得
'
大
工
業
に
侵
さ
れ
ざ

る
地
位
を
確
保
し
得
る
の
で
あ
る
O
従
っ
て
'
此
等
の
板
接
の
執
れ
か
む
欠
-
と
き
は
そ
れ
だ
け
中
小
工
業
た
る
こ
と
の
主
張
を
弱
め
る

の
で
あ
っ
て
､
例

へ
ば
遠
州
に
於
け
る
普
通
生
地
綿
布

(
北
K
ポ
プ
リ
ン
等
)
の
如
き
は
大
工
業
化
せ
ざ
る
を
得
ず
'
又
仮
-
に
大
工
業

化
し
た
と
し
て
も
紡
蹟
合
致
先
哲
の
1
貫
作
業
に
基
-
大
工
場
に
庭
迫
せ
ら
れ
る
蓮
命
を
有
す
る
の
で
あ
る
｡

か
1
る
意
味
に
於
て
'
遠
州
及
び
播
州
に
於
け
る
糸
染
綿
布
'
細
番
手
高
級
綿
布
等
は
よ
-
中
小
工
業
の
製
品
た
る
に
適
し
'
我
国
の

社
食
的
事
情
に
臆
じ
た
も
の
と
言
ひ
得
べ
-
､
そ
れ
だ
け
に
海
外
に
於
て
猫
白
の
競
率
力
を
簡
揮
し
得
る
わ
け
で
あ
る
｡

六
㌧
我
国
綿
織
物
工
業
の
輸
出
競
争
力

我
々
は
こ
1
で
は
我
国
紬
織
物

一
粒
の
輸
出
競
争
力
を
吟
味
せ
ん
と
す
る
も
の
で
は
な
-
.
中
小
工
業
の
生
産
す
る
綿
織
物
特
に
糸
染

我
蜘
地
租
物
工
業
の
輸
出
伸
波
力

｢
二
二
二

七

1



第
六
十
八
番

第
二
鎗

(
二
二
二
)

七
二

綿
布
の
輸
出
競
学
力
を
問
題
と
す
る
の
で
あ
る
が
'
統
計
及
び
其
の
他
の
路
係
上
､
時
に
加
工
綿
布
に
拡
大
し
叉
は
綿
組
物

一
校
に
践
張

す
る
こ
と
も
あ
ら
う
｡

既
に
遠
州
織
及
び
播
州
織
に
就
い
て
槍
討
し
た
か
-
.
我
国
の
捻
出
中
小
綿
織
物
工
業
は
ヾ
紡
績
禽
杜
の
兼
営
大
工
場
並
に
専
業
の
大

工
業
に
よ
っ
て
取
-
残
さ
れ
た
製
品
部
門
に
於
て
存
立
し
､
地
域
的
集
国
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
殊
の
生
産
融
合
を
形
成
L
t
我
国
の

敢
脅
組
織
の
特
殊
性
と
労
働
傑
件
の
有
利
性
を
利
用
し
て
其
の
生
産
能
率
を
高
め
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
､
こ
1
に
其
の
輸
出
輩
等
力
の
根

基
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
｡

更
に
我
国
の
紬
織
物
工
業
の
輸
出
競
争
力
を
判
断
す
る
に
際
し
て
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る

一
瓢
は
.
線
紋
物
の
原
料
た
る
綿
糸
が
我
国
に

於
て
は
低
廉
'
大
量
且
つ
多
種
に
供
給
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
事
苦
で
あ
る
｡
我
国
の
紡
績
業
が
大
規
模
組
織
を
有
ち
､
原
綿
の
買
付
'
綿
糸

の
生
産
技
術
､
特
に
混
棉
技
術
の
進
歩
に
よ
る
下
級
楯
の
利
用
.
ハ
イ
ド
ラ
フ
ト
の
如
き
優
秀
技
術
の
通
村
に
ょ
る
工
程
の
省
略
.
生
産

組
織
の
合
理
化
に
よ
る
能
率
増
進
.
労
働
候
件
の
有
利
性
等
の
鮎
に
於
て
他
国
の
追
随
を
許
さ
ぬ
こ
と
は
我
国
紙
業
豪
達
兜
の
敦
ふ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
｡
今
､
日
英
雨
園
の
綿
糸
生
産
費
を

Freda
U
ttey
:
L
ancash
ire
an
d
F
ar
E
ast,
193),
(p.p.2

0SI
2)0,)所
載
の
比

較
に
基
い
て
見
る
に
'
両
国
候
件
を

一
に
せ
る
三
十
八
番
手
精
紡
迄
の
工
費

(原
棉
代
を
除
-
)
に
於
て
､
日
本
に
此
し
英
国
は
約
八
八

%
高
.
其
の
他
の
諸
経
費
に
於
て
七
%
乃
至
六
六
%
高
で
.
合
計
生
産
費
に
於
て
四

l
%
乃
至
七
五
%
高
で
あ
る
｡
更
に
其
の
後
十
年
間

に
於
て
'
我
国
が
技
術
の
改
善
と
合
理
化
の
徹
底
に
よ
-
生
産
費
を
年
波
し
得
た
事
賓
に
徴
す
れ
ば
､
現
産
に
於
け
る
両
国
の
差
の
菅
し

き
蹟
大
は
想
像
す
る
に
難
-
な
い
O



綿
糸
生
産
に
就
い
て
言
ひ
得
る
こ
と
は
或
る
程
度
綿
布
の
生
産
に
就
S
て
も
愛
営
す
る
O
前
記
フ
レ
ダ
'
ウ
ト

レ
ー
女
史
披
前
掲
書
二

二
三
頁
に
於
て
英
国
の
織
布
工
費
は
日
本
の
約
二
倍
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
居
り
'
箕
銀
以
外
の
諸
経
費
に
就
い
て
も
我
国
の
製
織
機
械

の
優
秀
と
､
職
工
一
人
常
り
受
持
織
機
宗
教
の
大
な
る
こ
と

(
我
国
の
織
機
の
自
働
化
は
過
牛
に
達
す
る
に
封
L
t
英
国
に
て
は
二
分
三

塵
弱
t

l
人
持
基
数
普
通
紙
機
平
均
従
釆
些
轟
最
近
六
妄
'
我
国
に
て
は
平
均
八
茎
'
自
働
織
機
平
均
三
四
十
茎
)､
生
産
組
織
の
合
坪
化

に
基
-
経
費
節
減
等
を
考
慮
す
れ
ば
'
英
国
に
此
し
て
我
国
の
生
産
費
は
著
し
-
低
廉
と
な
る
｡
今
綿
織
物

1
股
に
就
S
て
最
近
の
数
字

に
基
き
坂
上
武
史
氏
が
日
英
綿
布
輸
出
軍
債
を
比
較
さ
れ
た
る
所
に
よ
れ
ば
次
の
如
-
で
あ
る

(坂
上
武
史
氏
'
日
･
英
綿
布
輸
出
畢
債

比
較
論

｢
綿
翰
聯
｣
昭
和
十
四
年
八
月
統
)

0

1
九
三
八
年
中
輸
出
日
本
綿
布

コ
ス
ト
明
細

輸
出
日
本
綿
布
畢
慣

一
対
庶
常
り

内
諾

所
要
原
綿
代

猫

八

一･三

一〇
〇

三
九

･八

四
九

0
1
九
三
八
年
中
輸
出
英
国
綿
布

コ
ス
ト
明
細

輸
出
英
周
綿
布
単
項

一
対
慶
常
り

内
苛

所
要
原
綿
代

片

%

二
六
･五

一
〇
〇

六
･
四

二
四

工
費
(
マ

ー

ジ

ン
を
含
む
〕
四

丁

五

五

一

(
誌

)

日
本
大
歳
省
貿
易
月
報
の
投
出
綿
布
'
拭
入
相
花
紋
計
よ
り

割
出
す
｡

一
対
皮
目
四
･
七
平
方
楯
と
し
て
計
算
す
.

工
費
(
マ
ー
ジ
ン
を
含
む
〕
二
〇
二

七
六

(
註
)

英
国
貿
易
月
報
の
輸
出
粕
布
'
輸
入
根
端
統
計
よ
り
割
出
す

輸
入
は
輸
入
常
時
の
内
地
時
倍
､
輸
出
は
甘
･
0
･B
な
る
こ

と
日
本
に
同
じ
｡

右
の
表
に
よ
っ
て
見
る
に
'
輸
出
コ
ス
･L
中
に
含
ま
る
1

工
費
の
割
合
は
日
本
に
就
い
て
は
五
割

1
分
に
過
ぎ
ざ
る
に
此
し
､
英
国
に

就
い
て
は
七
割
六
分
に
及
ぶ
.
此
の
数
字
は
勿
論
全
輸
出
綿
織
物
に
閲
す
る
も
の
で
あ
っ
て
､
右
の
工
費
の
占
め
る
割
合
の
開
き
は
､

1

部
分
は
前
述
の
細
糸
生
産
に
於
け
る
経
費
節
減
に
､

1
部
分
は
紡
鋳
朱
鷺
の
織
布
工
場
及
び
専
業
の
大
工
業
に
於
け
る
織
布
上
乃
至
加
工

我
国
鵜
放
物
工
業
の
輸
出
伸
求
カ

(
二
1三
1)

七
二
一



第
六
十
八
巻

第

二
班

(
二
二
四
)

七

四

上
の
経
費
節
減
に
蹄
せ
し
め
ら
ろ
べ
-
.
特
に
敢
図
の
大
紡
績
脅
社
中
に
は
紡
績
､
波
布
､
加
工
の
各
工
程
を

一
貫
的
に
行
っ
て
'
英
国

の
如
き
個

々
猫
立
的
に
行
は
れ
る
不
合
理
性
を
除
去
し
て
ゐ
る
瓢
に
求
め
ら
れ
る
O
此
の
限
-
に
於
て
'
英
国
の
綿
織
物
工
業
の
組
織
と

比
校
的
類
似
せ
る
我
国
の
中
小
綿
織
物
工
業
に
於
け
る
輸
出
競
撃
力
を
此
の
統
計
か
ら
検
出
す
る
こ
と
は
柁
困
難
で
あ
る
が
ー
少
く
と
も

我
国
の
中
小
工
業
の
労
働
傑
件
の
有
利
性
と
配
合
生
産
組
織
の
特
異
性
の
故
に
工
費
の
低
廉
性
に
若
干
の
寄
興
を
し
て
ゐ
る
こ
と
は
想
像

せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

次
に
-特
に
我
国
中
小
綿
織
物
工
業
の
生
産
に
か
1
る
加
工
綿
布
に
限
っ
て
日

･
英
を
比
較
す
る
た
め
に
.
両
国
の
輸
出
革
質

(
1
平
方

碍
首
-

)

を
比
較
す
る
に
次
の
如
-
で
あ
る
｡

(単
位
.
銭
)

｢
細
工
聯
統
計
月
報
｣
及
び

A
cc
ou
n
ts
r
e
la
tin
g
to
T

rade
and
N
a
v
ig
a
tio
n
o
f
th
e
U
.K

に
掠
る
O
邦
貨

7
図

-
1
志

二
片
に
て
換
算
す
o

此
の
表
に
よ
っ
て
､
輸
出
畢
債
の
開
き
の
大
な
る
こ
と
を
以
て
直
ち
に
我
国
の
生
産
費
が
英
国
に
比
し
年
分
以
下
で
あ
る
と
即
断
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
｡
蓋
し
'
英
国
の
製
品
は
主
と
し
て
中
番
手
及
び
紬
番
手
の
綿
糸
を
以
て
製
織
せ
ら
れ
る
に
封

し
'G我
国
の
そ
れ
は
主

と
し
て
太
番
手
及
び
中
番
手
の
綿
糸
を
以
て
製
織
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
'
品
質
の
差
異
を
考
慮
に
加

へ
ね
ば
な
ら
ぬ
｡
特
に
糸
染



綿
布
に
就
S
て
は
我
国
の
畢
債
は
加
工
綿
布
中
低
位
に
あ
る
に
対
し
て
英
国
で
は
最
高
位
に
立
っ
て
居
り
､
品
質
の
差
の
大
な
る
こ
と
を

物
語
っ
て
ゐ
る
｡
更
に
'
英
国
は
其
の
綿
織
物
輸
出
に
於
て
先
進
国
と
し
て
の
暖
簾
を
有
ち
'
文
語
外
国
市
場
の
綿
織
物
開
校
は
英
国
に

封
す
渇
よ
-
も
我
図
に
封
し
て
高
率
で
息
る
等
の
理
由
に
よ
り
~
英
国
の
利
潤
飴
地
が
我
国
の
そ
れ
よ
少
も
大
で
あ
る
こ
と
を
酎
酌
せ
ね

ぼ
な
ら
ぬ
o
此
等
の
諸
事
情
を
考
慮
に
加

へ
た
場
合
に
於
て
す
ら
英
国
の
輸
出
畢
債
は
我
国
の
輸
出
罫
倍
に
此
し
て
著
し
-
高
い
の
で
あ

っ
て
'
加
工
綿
布
に
於
て
も
先
進
国
た
る
英
国
に
封
し
我
国
の
競
争
力
の
強
S
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
.

進
ん
で
我
国
の
加
工
綿
布
と
英
団
の
加
工
綿
布
と
の
輸
出
競
率
の
跡
を
辿
っ
て
右
の
事
茸
を
跡
づ
け
て
見
よ
う
｡
(蟹
位
百
苗
平
方
砺
)

日
本
は

7
九
三
六
年
以
後
は
細
工
聯
調
査
統
計
r
そ
れ
以
前
は
大
赦
省
統
計
､
英
図
は

A
cco
u
n
叶s
relatin
g
to
T

rade
and
N
av
lg
a
t
]

'on

o
f
th
e
U
.K
.
に
掠
る
0

之
に
よ
っ
て
見
る
に
､
我
国
の
加
工
綿
布
輸
出
厨
は
世
界
不
況
前
に
於
て
英
国
の
年
分
以
下
な
-
し
も
の
が
.
不
況
期
に
於
け
る
合
理

化
の
促
進
に
よ
-
英
国
の
逐
年
の
減
退
に
も
拘
ら
ず
増
加
を
揖
け
､
金
輸
出
再
禁
止
後
は
著
し
-
増
加
し
て

7
九
三
三
年

(
昭
和
八
年
)

に
は
速
に
英
国
を
凌
駕
し
.
以
後
常
に
英
国
よ
り
も
上
位
に
任
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
｡
加
工
綿
布
中
特
に
糸
染
綿
布
の
輸
出
の
跡
を
辿
る

我
国
の
統
計
を
欠
-
が
､
英
図
の
加
工
紬
布
が

!
九
二
八
年
と

一
九
三
八
年
に
放
て
捺
染
'
反
染
､
糸
染
共
に
｣
様
に
草
城
し
て
ゐ
る
事

葺
に
徴
す
れ
ば
､
我
国
の
加
工
綿
布
の
増
加
が
各
品
種
に
就
き

一
様
に
増
進
し
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ

る

｡

我
図
線
織
物
工
業
の
輸
出
伸
薮
カ

(
二
二
五
)

七
井



第
六
十
八
巻

第

二
溌

(
二
二
六
)

七

六

以
上
は
我
国
の
綿
織
物
工
業
特
に
加
工
綿
布
工
業
の
輸
出
来
季
力
を
発
進
英
図
と
の
比
較
に
於
て
検
討
し
た
の
で
あ
る
が
'
次
に
各
外

国
市
場
に
就
い
て
､
我
閥
の
捻
出
綿
織
物
の
占
む
る
地
位
を
考
察
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
0

由
来
､
我
国
の
加
工
綿
布
の
販
路
は
之
を
三
つ
の
範
噂
に
分
つ
こ
と
が
出
来
る
.
其
の
1
は
土
着
工
業
の
見
る
べ
き
も
の
な
き
市
場
で

あ
り
､
此
等
の
市
場

へ
は
下
級
魔
境
の
製
品
が
輸
出
せ
ら
れ
る
O
ア
フ
リ
カ
諸
市
場
'
南
米
諸
国
'
近
東
諸
国
'
南
洋
諸
市
場
は
之
に
屠

す
る
｡
其
の
二
は
土
着
工
業
の
勃
興
を
見
.
其
の
畿
毘
過
程
に
あ
る
も
未
だ
自
給
自
足
の
域
に
達
せ
ざ
る
市
場
で
あ
る
｡
支
那
'
印
度
は

其
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
｡
其
の
三
は
欧
米
諸
国
で
あ
っ
て
'
此
等
の
市
場
に
対
し
て
墜
向
級
品
が
輸
出
せ
ら
れ
る
O

此
等
の
市
場
群
に
就
い
て
見
る
に
.
第

一
群
の
市
場
は
園
内
に
保
護
す
べ
き
土
着
工
業
な
-
､
良
質
廉
債
な
る
我
国
製
品
を
制
限
す
る

理
由
は
な
-
､
第
二
群
の
市
場
に
於
て
は
漸
次
保
護
が
高
度
化
せ
ら
れ
､
第
三
群
の
市
場
に
就
S
て
は
既
存
園
内
工
業
の
保
護
の
た
め
に

我
国
の
進
出
が
阻
ま
れ
ざ
る
を
得
な
い
｡
然
し
な
が
ら
'
我
国
綿
織
物
の
輸
出
市
場
と
し
て
は
特
に
第

一
群
及
び
第
二
群
の
市
場
が
重
要

性
多
-
､
此
等
の
市
場
に
就
い
て
母
国
工
業
及
び
土
着
工
業
と
の
蓑
等
が
問
題
と
な
る
0
時
に
､
昭
和
八
年
四
月
印
度
の
産
業
保
護
法
の

!

施
行
.
昭
和
九
年
二
日
の
蘭
領
印
度
の
輯
物
輸
入
制
限
令
'
昭
和
九
年
五
月
の
英
国
属
領
植
民
地
保
護
領
に
於
け
る
部
首
別
茸
施
､
昭
和

九
年
七
月
の
填
及
の
通
商
燦
的
破
棄
並
に
提
慣
四
割
の
悠
替
補
償
税
の
賦
課
等
蓋
-
土
着
工
業
乃
至
母
鴎
工
業
と
の
衝
突
を
意
味
す
る
0

着
の
如
き
土
着
工
業
乃
至
母
国
工
業
保
護
の
目
的
以
外
に
も
我
国
の
綿
製
品
を
制
限
す
る
事
は
最
近

一
般
的
に
見
ら
る
1

現
象
で
あ
っ

て
､
現
在
制
限
を
な
せ
る
図
と
自
由
輸
出
の
認
め
ら
る
1
固
と
を
列
肇
す
れ
ば
次
の
如
-
で
あ
る
｡

(
日
本
紬
糸
布
鞄
出
組
合
聯
合
食
企

劃
部
調
査
に
掠
る
)
.



輸
入
割
嘗
制

(
東
細
亜
州
)
僻
嶺
印
度
支
部
へ
英
領
馬
衆
へ
英
領
海
峡
砥
民
地
､
緬
旬
､
英
領
印
度
'
錫
蘭
へ
イ
ラ
ン
'
イ
ラ
ク
'
サ
イ
ブ
ラ
ス
､
此

律
寅
へ
蘭
餌
印
度
'
シ
リ
ア

･
レ
バ
ノ
ン

(
放
洲
)
併
南
西
へ
猫
逸
､
伊
大
利
へ
瑞
酉
r
自
耳
義
､
和
滴
へ
ラ
ト
ビ
ア
､
酉
班
牙
'
土
耳
古
､

マ
ル

タ

(
北
米
)
合
衆
国

(
中
米
)
ジ
ャ

マ
イ
カ
'
ド
ミ

ニ
カ
へ
バ

ハ
マ
ス
へ

セ
ン
ト
ヴ
ィ

ン
セ
ン
ト
へ
ト
リ

こ
ダ

ー
ド
及
ト
バ
コ
へ
バ
ル
バ
ド
ス

(
南
米
)
秘
藷
'
英
缶
ギ
ア
ナ
､
べ
ネ
Jrr(
ェ
ラ

(阿

弗
利
加
)
ナ
イ
ジ
リ
ア
r
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
Jl
.

ン
ェ
ラ
リ

オ
こ
'
偽
鏑
ギ

ニ
ア
r
セ
ネ
ガ
ル

チ

ュ
ニ
ス
'

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
及
リ

ユ
ニ
オ
ン
へ
伊
市
来
阿
'
ア
ル
ノジ
ェ
リ
ア

へ
大
洋
州
)

ニ
ュ
ー
カ
レ
ド

ニ
ア
､
ギ
ル
バ
ー
ト
及

エ
リ
ス
､
フ
ィ
ジ

ー
､
以
上
四
十
四
市
場

輸
入
許
可
制

(
欧
洲
)
愛
齢
へ
喚
大
利
.
チ
ェ
ヅ

コ
ス
ロ
ワ
キ
ア
t
T
操
､
諾
威
､
葡
萄
牙

へ
中
米
し

こ
カ
ラ
ガ

(
南
米
)
智
利
.
ゥ
ル
グ
ァ
ィ

コ
ロ
ン
ビ
ア
､
ボ
リ
ビ
ア
'

エ
ク
ア
ド
ル

(
大
洋
州
)
汝
洲

(
阿
弗
利
加
)
リ
ビ
ア
'
以
上
十
四
市
巻

島
替
管
理
制

(
中
釆
)
墨
西
英
､
ホ
ン

ヂ
ュ
ラ
ス
'

コ
ス
タ
リ
カ

(
南
米
)
ア
ル
ゼ
ン

チ

ン
'
パ
ラ
グ
ァ
ィ
.
伯
刺
爾

(
阿
弗
利
加
)

モ
ザ

ン
ビ

ッ
ク
へ
ア
ン
ゴ
ラ
'
西
嶺

モ
ロ
ッ

コ
'

カ
ナ
リ
ー
諸
島
'
覇
嶺
ギ
ネ
ア
'
以
上
十

1
市
場

慮
替
補
償
税
制

(
阿
弗
利
加
)
坂
及
､
甫
阿
聯
邦

(
北
釆
)
加
奈
陀

(
中
米
)
玖
喝
'
以
上
四
市
場

求
償
的
関
税
法
制

(
中
米
)
グ
ア
テ
マ
ラ
'
サ
ル
パ
ド
ル
へ

ハ
イ
チ
､
以
上
三
市
場

輸
入
制
限
な
き
図

(
東
漸
亜
)
香
港
'
タ
イ
国
､
パ
レ
ス
ダ
イ

ン
'
ア
ラ
ビ
ア
r
ア
デ

ン
'
パ
ー
レ
ン
'
英
領
ボ
ル
ネ
オ

(
欧
洲
)
英
国
へ
罫
蘭
'

ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
'
瑞
輿

へ
中
米
)
パ
ナ

マ
'
.ハ
ナ

マ
運
河
地
静
T
ボ
ル
ト
リ
コ
.
キ

ュ

ラ
ソ
ー

(
南
米
)
俳
領
ギ
ア
ナ
'
蘭
領
ギ
ア
ナ

(
阿
弗

利
加
)
備
領
リ
マ
空

ア
ン
ド
'
カ
メ
ル
ー
ン
､
ダ
ホ
-
,"
.
リ
べ
ザ
ア
'
偶
額

モ
ロ
ッ

コ
'
傭
領
赤
道
ア
フ
リ
カ
'
ケ
ー
プ
ウ
エ
ル
ヂ
諸
島

(
大

洋

州
)

ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
へ
新

西
蘭
'
リ
サ
ィ

エ
テ
ィ
諸
島
'
布
唾
へ
以
上
二
十
八
市
場

コ
ン
ゴ
-
盆
地
俵
的
適
用
地
域

英
領

ア
ン
グ

ロ
填
及

ス
ー
ダ

ン
r
ケ

こ
ヤ
'
ウ
ガ

ン
ダ
､
タ
ン
ガ

こ
カ
'

ロ
ー
デ

シ
ア
へ
日
額

コ
ン
ゴ
-
､

モ
ー
リ

シ
ャ
ス
'
以
上
七
市
場

即
ち
､
自
由
輸
出
の
可
能
な
る
市
場
三
十
五
に
封
L
P
何
等
か
の
形
で
制
限
を
行
っ
て
ゐ
る
市
場
は
八
十
四
に
上
少
'
而
も
重
要
市
場

我
国
棉
放
物
工
業
の
輸
出
仲
放
力

(
二
二
七
)

七
七



第

六
十
八
巻

第
二
舵

(
二
二
八
)

七
八

は
殆
ど
壷
-
制
限
を
賓
施
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
.
我
国
綿
製
品
輸
出
上
の
困
難
は
察
す
る
に
難
-
な
5
.
か
ゝ

る
困
難
が
現
苦
に
如
何

な
る
も
の
で
あ
る
か
を
知
る
た
め
に
､
日
本
綿
織
物
工
業
組
合
聯
合
合
調
香
に
か
～

る
統
計
に
よ
っ
て
最
近
三
ヶ
年
問
の
制
限
市
場
向
輸

出
と
無
制
限
市
場
向
職
出
と
の
比
率
上
の
趨
勢
を
見
よ
う
｡

(各
市
場
群
の
合
計
に
封
す
る
百
分
比
)

｢
綿
工
聯
統
計
月
報
｣
昭
和
十
三
年
四
月
班
に
揺
る
｡

右
の
細
工
聯
統
計
に
於
け
る
差
別
待
遇
図
と
無
差
別
待
遇
団
藍
別
掲
制
限
市
場
と
無
制
限
市
場
と
は

一
致
し
な
い
が
'
そ
れ
は
琶
別
の

梗
準
と
調
衣
の
瞳
を
輿
に
せ
る
た
め
で
あ
っ
て
~
己
む
を
得
な
い
喰
違
ひ
で
あ
も
o
此
の
表
は
倦
三

二
ヶ
年
問
を
比
較
す
る
に
止
る
を
以

て
之
に
よ
っ
て
多
-
の
判
断
材
料
を
輿

へ
る
も
の
と
は
な
し
難
S
が
､
晒
綿
布
が
唱
和
十
二
年
に
於
て
差
別
待
遇
回
向
輸
出
を
増
加
せ
る

以
外
は
'
生
地
'
加
工
共
に
差
別
待
遇
囲
向
輸
出
比
率
は
低
下
傾
向
に
あ
-
'
之
に
よ
っ
て
少
-
と
も
此
の
両
品
種
に
就
い
て
は
外
囲
の

制
限
的
措
置
が
輸
出
上
相
常
の
障
樽
を
な
し
て
ゐ
る
こ
と
を
立
言
し
得
る
の
で
あ
る
｡



東
に
之
を
輸
出
畢
慣

(
一
平
方
鳩
首
り
慣
格
)
に
就
S
て
､
差
別
待
遇
図
と
無
差
別
待
遇
図
と
を
比
較
す
る
に
次
の
如
-
で
あ
る
｡

(単
位
.
践
)無 差}ゝ口 差 別_ ＼

別

ĵ_待
不守

臼l退 出
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｢
細
工
聯
統
計
月
報
｣
昭
和
十
三
年
四
月
鋸
に
按
る
0

右
表
に
よ
っ
て
知
ら
る
1
如
-
､
輸
出
革
債
は
各
品
種
に
就
い
て
一
様
に
差
別
待
遇
固
向
抽
出
が
低
位
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
､
特
に
生

地
綿
布
に
就
い
て
些

7割
以
上
､
加
工
綿
布
に
就
い
て
は
一
割
以
上
の
値
開
き
が
あ
る
o
此
の
事
貰
よ
-
､
外
国
の
制
限
的
措
置
が
我
国

輸
出
綿
披
物
の
慣
格
に
相
常
の
墜
力
を
加

へ
､
制
限
困
向
の
輸
出
は
利
潤
の
犠
牲
に
於
て
維
持
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
の
で

計
る
o

以
上
は
我
国
綿
織
物

1
紋
に
関
し
て
の
諸
外
国
の
制
限
方
策
と
其
の
綿
織
物
輸
出
に
及
ぼ
す
影
響
に
就
S
て
ゞ
あ
る
が
.
女
に
個
々
の

市
場
に
就
.S
て
第
三
国
工
業
及
び
土
着
工
業
と
の
競
軍
状
態
を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
｡
然
し
な
が
ら
､
こ
1
で
は
各
市
場
を
網
羅
的
に

調
蚕
す
る
飴
裕
と
資
料
を
持
た
ぬ
が
故
に
'
特
に
我
国
の
輸
出
市
場
と
し
て
重
要
な
る
英
領
印
度
及
び
蘭
領
印
度
に
就
い
て
､
両
も
加
工

綿
布
の
み
に
限
っ
て
窯
千
の
考
察
を
加
へ
る
に
と
ゞ
め
る
｡

我
国
柵
紙
物
工
業
の
輸
出
伸
濃
カ

(
二
二
九
)

七

九



第
六
十
八
番

鱒

二
戟

先
づ
'
印
度
に
就
S
て
日

･
英
南
国
の
競
辱
状
況
を
見
る
に
次
の
如
-
で
あ
る
O

(選
任
干
場
)

(二
三
〇
)

八
〇
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A

c

counts
rel
atin
g

to
T

r
a
d
e

a
n

d
N
avi
ga
t
i
on
o
f
B

r
it
is

l.1Ind
i

a
に
掠
る

O

右
表
の
示
す
如
-
'
印
度
向
加
工
綿
布
に
就
い
て
は
'
捺
染
~
糸
染
に
於
て
は
我
国
が
多
-
~
夜
染
に
於
て
は
英
国
が
多
い
の
で
あ
る

が
･
加
工
綿
布
仝
濃

に就
い
て
は
]
九
三

一
-

三

毎

度
に
於
て
~
我
国
は
英
国
よ
-
下
位
に
あ
づ
た
も
の
が
'
金
輸
出
再
禁
止
に
よ

っ
て
我
国
の
輸
出
が
激
増
L
t
英
国
よ
り
も
上
位
に
立
つ
に
至
っ
た
｡

1
九
三
三
年
四
月
の
日
印
通
商
煤
約
の
破
粟
及
び
同
年
六
月
の
封

＼

英
特
意
限
度
の
蟻
大

(英
図
品
従
慣
二
割
五
分
､
日
本
品
綻
慣
七
割
五
分
)
は
､
我
固
よ
り
の
輸
出
を
著
し
-
阻
零
し
て
､
逆
に
英
図
品

の
輸
出
を
伸
張
せ
し
め
た
の
で
あ
る
が
､

一
九
三
四
年
七
月
t
E
I印
通
商
協
定
の
成
立
に
よ
っ
て
､
我
国
の
優
位
が
回
復
さ
れ
た
｡
此
の

こ
と
は
､
我
国
を
封
象
と
す
る
差
別
待
遇
が
如
何
に
第
三
国
工
業
と
の
競
争
に
於
て
大
な
る
負
胎
を
意
味
す
る
か
聖

ホ
す
適
例

で
あ

る



が
､
我
々
が
印
度
に
就
い
て
特
に
注
意
す
べ
き
鮎
は
､
相
互
に
競
寄
せ
る
日

･
英
帝
国
の
封
印
輸
出
が
年
と
共
に
減
少
し
'
特
に
特
避
待

遇
を
受
-
る
英
国
の
輸
出
が
著
し
S
減
少
を
示
し
て
ゐ
る
事
茸
で
あ
る
O
之
は
印
度
土
着
工
業
の
豪
速
に
よ
る
生
産
増
加
が
'
輸
入
品
に

代
位
し
っ
1
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
､
最
近
十
ヶ
年
問
に
於
け
る
印
度
の
加
工
綿
布

(色
物
と
し
て
掲
出
さ
れ
た
る
も
の
を
と

る
)
の
生
産
額
の
変
化
を
之
に
封
照
せ
し
め
る
こ
と
に
ょ
つ
て
瞭
然
と
な
る
で
あ
ら
う
｡
即
ち
次
の
如
-
で
あ
る
O

(単
位
､
百
寓
碍
)
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a
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u
al
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即
ち
､
印
度
土
着
工
業
の
生
産
額
は
年
と
共
に
増
加
し
~

1
部
は
既
に
輸
出
市
場
に
於
て
日

･
英
商
品
と
親
等
さ
へ
も
し
て
ゐ
る
の
で

あ
る
O
其
の
生
産
技
術
も
相
常
高
級
化
し
､
前
記

T
h
e

ln
d
ia
n

C
o
t
t
on
T
e
x
tile

l
n
d
u
s
t
r
y

誌
に
よ
れ
ば
'
従
来
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
の

特
徴
で
あ
っ
た
捺
染

･
反
染
ボ
イ
ル
の
如
き
も
印
度
に
生
産
せ
ら
れ
'
英
国
品
と
競
率
的
に
輸
出
市
場
に
進
出
す
る
に
至
っ
た

と
言

ふ

(四

1-
四
二
頁
)
.
か
1
る
印
度
の
土
着
工
業
の
進
出
に
封
し
て
は
､
翠
に
印
度
市
場
に
於
け
る
競
争
の
み
な
ら
ず
､
輸
出
市
場
に
於
け

る
競
争
に
就
い
て
も
､
其
の
封
箕
を
考
慮
し
て
お
-
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
｡

次
に
蘭
領
印
度
に
就
い
て
見
る
に
､
此
の
市
場
に
於
て
は
母
国
た
る
和
蘭
と
第
三
国
た
る
英
国
と
我
国
と
の
問
に
競
争
が
あ
る
｡
之
を

綿
織
物
仝
鰐
と
'
糸
染
綿
布
と
に
就
い
て
見
る
に
次
の
如
-
で
あ
る
｡

(革
位
､
干
場
)

我
国
締
穀
物
工
菜
の
輸
出
伸
虫
カ

(
二
三
1
)

八

1
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荷
印
統
計
局
貿
易
年
表
及
月
表

に
掠
る
0

右
表
に
よ
っ
て
知
ら
る
1
如
-
､
蘭
領
印
度
向
輸
出
紬
臓
物
に
就
い
て
は
我
国
が
第

1
位
を
占
め
'
特
に
金
輸
出
再
禁
か
後
は
和
蘭
､

英
国
の
減
少
に
封
し
て
我
国
は
著
し
い
増
進
を
示
し
'

一
九
三
四
年
に
は
我
国
は
全
濃
の
八
三
･
l
%
を
占
め
'
和
蘭
の
七
･三
四
%
､
英

国
の
二
･七
九
%
と
は
比
較
を
絶
し
た
の
で
あ

る
C
然
る
に
､

1
九
三
四
年
二
月
･の
サ
ロ
ン
輸
入
制
限
令
'
階
輸
入
制
限
令
'
並
に

一
九

三
五
年

)
月
の
末
脚
綿
布
輸
入
制
限
令
に
よ
り
､
全
品
種
に
亙
っ
て
､
我
国
製
品
を
目
標
と
す
る
制
限
令
が
茸
施
せ
ら
れ
て
湖
乗
は
､
和

蘭
が
漸
次
回
復
を
示
し
'
我
図
の
輸
出
は
漸
減
す
る
に
至

り
ー

1
九
二
云

年
に
於
て
､
我
国
は
全
榎
の
七
七
･
二
三
%
に
封
し
和
蘭
は

一

五
･
二
二五
%
に
な
っ
た
｡



之
を
糸
染
綿
布
に
就
い
て
見
る
に
'
我
国
は
此
の
部
門
に
於
て
は
抱
封
的
に
多
額
を
輸
出
す
る
の
で
あ
る
が
'
前
記
サ
fL
ン
制
限
令
に

塞
-
累
次
の
割
雷
縮
小
に
よ
り
'
和
蘭
の
地
位
が
最
近
頓
に
高
ま
り
つ
1
あ
る
の
を
知
る
の
で
あ
る
｡

か
1

る
輸
出
国
相
互
間
の
競
争
に
封
し
て
､
蘭
領
印
度
白
燈
の
土
着
工
業
は
近
年
家
内
的
手
工
業
よ
り
漸
次
横
械
使
用
に
よ
る
工
場
生

産
に
進
化
し
っ
1
あ
る
と
墜
呂
へ
'

1
九
三
七
年
に
於
て
.
大
規
模
織
布
工
場
六
､
小
規
模
の
も
の
七
十
五
が
奉
げ
ら
れ
て
ゐ
る
に
過
ぎ

ず
､
此
等
の
工
場
の
生
産
高
'

1
九
三
五
年
に
は
十
三
寓
n
-
ヂ
'

一
九
三
六
年
に
些

事

二
寓
コ
-
ヂ
に
過
ぎ
な
S

(南
洋
協
曾
爪
瞳

支
部
報
告
､
蘭
領
印
度
の
織
布
工
業
'
大
日
本
紡
績
聯
合
食
月
報
.
昭
和
十
四
年

一
月
耽
)｡

従
っ
て
.
土
着
工
業
の
競
争
力
は
未
だ
将

乗
の
問
題
に
廃
し
'
英
領
印
度
と
は
其
の
事
情
を
著
し
-
異
に
し
､
前
述
各
種
の
織
物
制
限
令
は
母
国
工
業
保
護
の
目
的
に
出
で
た
も
の

で
あ
る
｡

以
上
､
我
国
綿
織
物
工
業
の
輸
出
競
争
力
を
種
々
の
角
度
か
ら
吟
味
し
､
我
国
綿
織
物
が
絶
封
的
な
輸
出
歳
事
力
を
有
す
る
こ
と
を
明

か
に
す
る
と
共
に
､
之
を
阻
害
す
る
事
情
は
海
外
市
場
に
放
け
る
我
国
製
品
に
封
す
る
制
限
及
び
差
別
待
遇
が
主
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
若
干
の
鼻
腔
的
事
例
に
徴
し
て
解
明
し
た
O
茸
に
過
去
十
年
間
に
於
け
る
我
国
綿
織
物
輸
出
上
の
問
題
は
､
英
の
内
部
的
理
由
に
基
-

競
撃
力
の
強
化
に
よ
る
輸
出
増
進
に
鑑
み
て
､
如
何
に
し
て
海
外
諸
市
場
に
於
け
る
制
限
強
化
を
排
除
す
べ
き
か
の
鮎
に
か
1

つ
て
ゐ
た

の
で
魯
る
｡
然
る
に
最
近
支
那
事
轡
の
勃
畿
以
後
は
事
情
に
撃
化
を
来
し
P
か
1
る
封
外
的
考
慮
に
加

へ
て
､
内
部
的
に
諸
種
の
困
難
が

生
じ
､
輸
出
競
争
力
を
制
紺
す
る
に
至
っ
た
O
次
に
支
部
事
奨
勃
哉
以
後
に
於
け
る
か
1
る
諸
問
題
乃
至
諸
影
響
を
検
討
し
ょ
う
｡

(未

完

)

我
国
綿
織
物
工
業
の
輸
出
伸
張
力

(二
三三
)

八
三


